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環境哲学に関するインタビュー一
ハルトムート・ベルツ
インタビュアー　山ロー郎
　　　　　　　　　稲垣諭
翻訳者：中山純一
稲垣 　私たちのプログラムはTIEPh（コニコ・フィロソフィのための学際的プログラム）
と言います，しかし「エコ・フィロソフィ」の意味がまだ明確なものとはなって
いませんzしたがってエコ・フィロソフィの定義をあなたと共に作り上げる作業
ができればすばらしいことと考えております。環境問題は物理学的、生物学的問
題にとどまらず、人間の問題でもあります／一というのも、もっはら人間が環境を
破壊しており、おそらく人間が環境を改善しもするからです、その際に問題なの
は、環境を汚染しないように人間は教育されうるのか否かということです．こう
したことは、環境に対するしつけや教育の問題にも直接、関係します。これらに
ついて、あなたから何かお聞かせ願えればと思います。
山［ 　以上の問題に関連して、まず、あなたが古くからの家屋をこの「環境教育セン
ター」に改装された時の経験について、お聞かせください＝あなたはこの家屋を、
三年ほどで完成されました一あなたのプログラムがいかにして実現されてきたの
か、どのような人たちと共同作業してこられたのか、というアイデアのきっかけ
と全体的な流れをもう一度簡潔にお話しください。それを受けて、私たちの質問
を細かくしていこうと思います・
ベルツ つまり、実践的プロジェクトから話し始めた方が良いということですね。
山口 　はい、というのも、家屋の改装が可能になるような、こうしたプロジェクトが
そもそもいかにして実現したのかは、私たちにとって新しい、興味深い事柄だか
らです。
ベノレツ 　私が教育学の観点から人間と自然の関係について、どのような理解を持つのか
ということについて、少なくとも検討した方がいいのかもしれませんね。そして
それからこのプロジェクトの背景にっいて、それが何であったのか、何のため
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ハルトムート・ベルツ（Hartmut　BOIts）
Interview　ilber　Umweltphilosophie
Hartmut　B61ts
Interviewer：Ichiro　Yamaguchi
　　Satoshi　Inagaki
Ubersetzer：Junichi　Nakayama
Inagaki　　Unser　Programm　heiBt　IPE，，，lnterdisciplinary　Program　fbr　Eco－Philosophy“’，　aber
wir　wissen　noch　nicll　genau、　was　Oko－Philosophie　bedeutet．　Wir　m6chten　mit　Ihnen
die　Def］nition（王er　Oko－Philosophie　eral・beiten．　Das　Umweltproblem　ist　nicht　nur　e　in
physikalisches　oder　biologisches　Problem，　sondern　ein　menschliches　Problem，　we日
mlr　Menschen　die　Umwelt　zerst6rt　haben　und　Menschen　wahrscheinlich　wieder　die
Umwelt　verbessern．　Dabei　geht　es　darum，　wie　man　Menschen　zur
Umweltfreulldlichkeit　erziehen　kann．　Sie　beschtiftigen　sich　mit　dem　Problem　der
Umwelterziehung　oder－bildしmg．　Deshalbm6cllten　wir　von　lhnen　etwas　h6ren．
Yamaguchi　　Vor　allem　Uber　Ihre　Erfahrungell　mit　der　R．enovierung　dieses　Hauses．　Sie　haben　das
　　　　　　　　　　Haus　innei“halb　von　drei　Jahren　fertiggestellt．　KOnnen　Sie　noch　einmal　Uber　den
　　　　　　　　　Anlass　zu　dieser　ldee　sprechen，　wie　das　Projekt　zustande　gekommen　ist，　mit　wem　Sie
　　　　　　　　　zusammengearbeitet　haben．　Den　gesamten　Prozess　k6nnten　Sie　noch　einmal　kurz
　　　　　　　　　darstellen．　Dann　k6nnen　wir　anschlieBend　unsere　Fragen　entwickeln，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
B61ts
Yamaguchi
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Also　Ihnen　ware　es　lieb，　wenn　ich　mit　einem　praktischen　Projekt　beginne．
　　Ja，　derm　das　ist　fUr　ulls　eine　neue　Sache，　wie　so　ein　Projekt　Uberhaupt　zustande
kommt，　wie　es　erm6glicht　wird，　z．B．　die　Hausrenovierung，　wie　es　erm6glicht　wird．
　　Ich　schlage　vor，　dass　ich　zumindest　auch　daraufeingehe，　welches　Versttindnis　ich
von　der　Mensch－Natur－Beziehung　habe　im　Hinblick　aufPadagogik．　Und　dann　fange
ich　an，　den　Hintergrund　dieses　Projektes　zu　erltiutern．　Was　war　der　Hintergrund、
warum　und　wie　haben　wir　es　gemacht？
　　Wir　haben　gestern　abend　Uber　den　methodischen　Ansatz　gesprochen．　Und　dann
haben　wirdas　didaktische　Kreuz　diskutiert．　Das　ist　sozusagen　ftir　mich　die　Grundlage．
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に、そしてどのようにして我々はそのフロジェクトを行っていたのかということ
を説明します．
　我々は昨晩、その方法的端緒について話していて、そこで教育の十字架（Kreuz）
を議論していましたそのことはいわば私にとって根底にあります．私は人間が、
その十￥架と教育のなかで、それらの対立関係のなかで生きることを学ぶのだと、
少なくとも前提としています、
山口 いつからその根本理念を持ったのですか？
ベルツ　　それはとても長い話になります．私は学校で何年も、騒がしい落ち着きのない
　　　　クラスを指導してきました，興味があったのは、生徒にとっての事物を客観的に
　　　　みる客観化のフロセスと創造性との関係でしたt一私は生徒たちに対して、繰り返
　　　　し熱心な授業に努めてきました。私は毎年、選択必修科目を担当していたので寸
　　　　が、そこで、私は、ある新たなフロジェクトを牛徒に提案し、生徒たちも私も関
　　　　心を持って、年間を通じて非常に素晴らしいプロジェクトを行いました。それは
　　　　風力発電装置を作るという、風力エネルギーにかんするプロジェクトでした「と
　　　　ころが、90年代の中頃には、こうした関心は、日に日に、弱まっていきました．
　　　　私はその時、なぜ生徒たちは環境の授業や生態系の授業に関心をもう示さないの
　　　　か、聞いて回りましたt答えはありきたりなものでしたが、これは同時に、最も
　　　　重要なメーセージでした。つまり、自分が望むことができても、すべて探求しっ
　　　　くされていて、授業で学ぶことに新しいことはもはや何もなくなっていたからだ、
　　　　というのです。
山口 　つまり、テレビとかで環境問題にかんする多くのことがすでに話されているの
で、生徒たちはすでにほとんど全てを知っていたということですか、
ベルツ 　はい一プロジェクトは行えても、結果として生じることはすでに明らかなので
す、退屈です、実に退屈です＝牛徒の中でも利発な∫・がこのように言うのを聞い
て、私はそれに気づきました．私自身といえば、原発反対運動といった政治的な
場面で、環境問題への動機は高くもってはいたのですが，その当時、私は、まっ
たく新たなエネルギー供給システムはいかにして構築可能なのか、政治的情勢や
技術的、経済的等々の状況に鑑みて、そうしたシステムがここドイツに、まずは
いかにして構築可能なのか、壁に向かって突き進むような大きな困難さを私は目
にしていたし、繰り返し新たな試みがなされても、堅固な壁がいつでも、そこに
あったのです。
　こうした経験から私は、若者たちは何を望んでいるのか、と彼らの話に純枠に
耳を傾けようと思うようになりました、そして、そのとき、彼らが打ち明けたの
は、乗り気のなさや立場決定のできなさにっいてだけでした。これは現在の私の
考えですが、全ての若者が孤独で諦観に苛まされているわけではありません．む
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ノxyL　トムート　・ヘノレツ　（Hartmut　B61ts）
Ich　setze　zumindest　voraus，　dass　der　Mensch　gelernt　hat，　in　diesem　Kreuz、　in　diese「
Dialektikしmd　diesen　PotaritLiten　zu　leben．
Yamaguchi
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Se t　wann　haben　Sie　diese　Grundidee？
　　Das　ist　eine　ganz　lange　Geschichte」ch　habe　ill　der　Schulejahi－elang　Chaoskurse
geleitet．　Mich　interessiel’t　der　Zusammenhang　zwischen　objektiven　Prozessen　und
Kreativittit．　Ich　hatte　jahrelang　mit　SchUlem　　immer　wieder　etwas　zum
Energieunterricht　gemacht．　und　Mitte　der　neunziger　Jahre　habe　ich　festgestellt．　das
Interesse　der　jungen　Leute　ging　zurUck．　Ich　hatte　jedes　Jahr　immer　einen
Wahlpflichtkurs，　wo　Schtilei’　sich　ein“・ahlen　konnten，　und　dann　hatte　ich　die
Interessierten、　undjahrelang　ganz　tolle　Projekte　gemacht：Windenergie－ein　Wmdrad
gebaut　usw．　Mitte　der　neunziger　Jahre　nahm　das　lnteresse　ab．　Und　dann　habe　ich
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の1herumgehorcht．　warum　junge　Leute　den　Umweltunterricht，　Okologieunterrricht　nicht
mehr　interessant　fanden．　Es　war　alles　irgendwie　gesagt．　Das　war　die　wichtigste
Botschaft．　Du　kannst　machen，　was　du　willst、　es　ist　schon　alles　versucht　worden，　und
was　wirhier　im　Unterricht　machen，　ist　nichts　Neues　mehr．
　　Es　war　also　bereits　schon　viel　Uber　Umweltprobleme　gesprochen　worden，　im
Fernsehen　usw．，．Alies　war　schon　bekannt．
　　Ja．　Man　konnte　Projekte　machen．　Es　war　eigentlich　schon　klar，　was　am　Ende　da
steht－［angweilig，　einfach　langwenig．　Die　pnffigsten　Leute　habe　ich　gefragt－und
ich　habe　es　bei　mirselbst　auch　belnerkt－，　ich　warja　hoch　motiviert　in　der　politischen
Szene，　Anti－AKW－Beweglmg　＿　Wie　schaffell　wir　es　jetzt，　ein　ganz　neues
Energieversorgullgssystem　aLt　fz　LlbaueTl？　Politisch、　tecl111010gisch．　6konomisc｝1　us、N『‘）
VV’ie　schaffen　wir　das．
erst　eininal　hier　　in
Deutschland？Und　ich
sah　　　die　　　groBen
　　　　　　　　　　　　＞
Schwierigkeiten，、N，ie
die　Menschen　gegen
die　　Wand　　laufen，
hmmer　　　vv・ieder　　　mit
neuen　　　　Versuchen、
aber　　starre　　Wtinde
waren　da．
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しろこうした不満や不機嫌、態度決定のできなさが、ある程度集中的に討論され
る場を私たちは作らなければならないのです。
ll．1［ 　たいていの若者たちは、
ったりしますね、
ドイツでは、学校を終えて、夜にコンサートなどへ行
ベルツ　　それは、ただ、気分転換やおしゃべりなどのためです．先ほど示されたような、
　　　　心理学や療法、対話などとは異なる教育に関する考え方をあなたはどう思われま
　　　　すか．私はカウンセラーではありません、自然科学が一方では客観的学問である
　　　　ことを、私は白分の研究に基づいて知っていますtt白然科学の諸原理や数学的な
　　　　ものは、魅力的なものと思われますが、それら全てを説明することはできません
　　　　ね。このことは私に刺激的なことです。ではこのことが社会的、政治的、社会科
　　　　学的範囲に変換されるとすると、社会共同体はどのように機能するでしょうか，
　　　　この問題に私はいつも関心があります，社会的変革について一時語られてときが
　　　　ありましてが、そのとき、さまざまな機会に変革について語られ、教育の変革に
　　　　ついても問題にされました。私は、そのためには、より根本的な問題を扱わなけ
　　　　ればならないと考えていたのですが、その根本的な問いがなかなか見いだされな
　　　　いように思われていました。
　　　　このようにして、再三再四ぶつかることになったのが、私にとって、「カオス」
　　　　の概念でした。このことは私にとって、すばらしい原経験でした。私はメモ用紙
　　　　に次のように書きました．「人生はカオスである．来年のコースのテーマは、こ
　　　　れである」一／私はこのメモ用紙を教務の掲示板に貼り、コースへの参加者はいっ
　　　　はいになり、数日後クラスは生徒であふれました．私のことを少し知っていた生
　　　　徒たちは「彼とならもう一度試みることができるかもしれない＿」と考えたのか
　　　　もしれません。こうしたことで私は、彼らの人生に係わる興味深い問いを若者た
　　　　ちといかにして育て上げられるかについて、そしてこうした大きな問いがどこに
　　　　隠されているのかについて、多くを学びました。
山口　　　どのようにしてあなたは、そうした会話を通して、若者の関心を育てEげたの
　　　ですか？
ベルツ 　私はそれをこのコースを四回、経験しました。そしてこうした対話の交差は度々
現れました。対話は、このようなコースの際の構造的な構成素といえます、こう
した経験を通じて、私はこの構成素を明らかにすることができました。教室に入
った時、「このテーマはよく知られています。私たちの生は混沌としています，
何をなすべきでしょう。君達に何が期待されていると思いますか？」と尋ね、イ
スに腰をおろしました、生徒たちは椅子に座り、何を語ろうともしません。彼ら
は何かを言う自信がないのです。予測通りでした，「ベルツ〔私〕先生は初めか
ら自分の考えを持っている、大半の教師がするように、発言がなされるか否か、
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ハルトムート・ペルツ（Hartmut　B（fiits）
　　Nach　dieser　Erfahrしmg　kam　ich　auf　die　ldee－und　ich　habe　reingehorcht：Was
wollen　die　jungen　Menschen？　Die　wollten　einfach　mal　ihre　Unlust　und　ihre
Orientierungslosigkeit　aussprechen　　dUrfen．　Nicht　jeder　fUr　sich　　einsam　　und
resignierend，　das　war　jetzt　meine　Uberlegung，　sondern　ich　muss　ein　Forum　schaffen，
wo　dieser　Unmut，　Unwille　und　diese　Orientierungslosigkeit　auf　einen　Punkt　hin
konzentriert　vv’erden　kann．
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Die　meisten　Jugendlichen　gehen　dann　nachts　zu　Konzerten　usw．
　　　Ablellkung、　Unterhaltung　usw．．．Jetzt　aber　mit　einer　idee，　die　nach　vorne　weist，　und
nicht　Psychologie，　Therapie　oder　Gesprache，　wie　geht　es　dir？usw，．．　lch　bin　kein
Therapeut＿Ich　habe　bei　mir　selbst　gemerkt，　auch　aufgrund　meilles　Studiums－
Naturwissenschaft　ist　einerseits　eine　objektive　Wissenschaft．　Du　kannst　Gesetze　und
Mathematisches　wunderbar　erkennen，　vnd　doch　kannst　du　nicht　alles　erklaren，　Das
war　fUr　mich　der　R．eiz．　Und　wenn　man　dasjetzt　a］ies　transformiert　in　den　sozialenしmd
politischen　Rahinen，　den　sozialwissenschaftlichen　Rahmen：Wie　funktioniert
Gesellschaft？Das　Problem　hat　mich　immer　interessiert．　Wenn　man　von　WandeI
spricht，　und　wir　machen　ganze　Serien　von　Veranstaltungen　dazu，　wie　Bildung　zum
Wandel　beitragen　kann　bzw．　ihn　gestalten　kann．　Dann　mLLSS　ich　also　die　Grund　fragen
zulassen　k6nnen．　Und　die　Grundfragen　sind　vielleicht　auch　noch　gar　nicht　gefunden，
habe　ich　mir　gedacht．
　　Und　so　kam　ich　immer　wieder　mit　dem　Chaosbegriff，　Und　das　war　ganz　toll．　Das
war　die　Urerfahrしmg．　Ich　habe　Zettel　geschrieben，　ganz　einfache　Zettel：，，Mein　Leben
ist　ein　Chaos．　Biete　diesen　Kurs　ntichstes　Jahr　an．“Dann　habe　ich　diesen　Zettel　an（iie
Walld　gemacht，　und　die　Bude　war　volL　In　ein　paar　Tagen　war　der　Kurs　volL　Die
kannten　mich　auch　ein　bisschen　und　dachten：，，Bei　dem　kann　man　es　mal
versuchen＿“　Ich　habe　so　viel　dabei　gelernt，　wie　man　mit　jungen　Menschen
interessante　Fragell　entwickein　kann，　die　ihr　Leben　betre　ffen，　aber　wo　auch　im
Hintergrund　die　groBen　Fragen　mit　durchscheinen．
Wie　haben　Sie　solche　Gesprache　entwickelt？Wie　haben　Sie　das　gemacht？
　　lch　habe　das　viermal　gemacht．　Und　das　didaktische　Kreしユz　schimmerte　immer　mehr
durch．　Das　war　ein　strukturelles　Elemellt．　Das　habe　ich　da　entdeckt，　durch　diese
Erfahrung．　lch　bin　reingegangen、　habe　gesagt：，，Das　Thelna　kennen　wir．　Unser　Leben
ist　ein　Chaos、　Was　son　passieren？Was　erwartet　ihr？“，　und　habe　mich　erst　einmal
gesetzt．　Die　SchUler　in　der　Schule　haben　da　gese∬en，　wussten　ers臼iichts　zu　sagen．
Die　wagtemlichts　zu　sagen．　Was　haben　die　erwartet？Der　Boelts　hat　sein　Konzept　in
der　Tasche．　So　wie　ein　Lehrer　das　macht＿wartet　noch　ein　bisschen　ab、　ob　was　gesagt
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さらに少し待たれ、何も発言されなかった時、自分で発言するに決まっている」
そう生徒は考えたのでしょう，生徒達は期待に胸を膨らませてこちらを見ていま
す．私は次のように言いましたLlでは、テーマはここにある通りです．しかし、
具体的なアランはまったくありません，私たちは一緒にこのコースの計画を作ら
なければなりません。今ちょうど、感じた［課題が提示されないという］失望感
はもう忘れなさい　私は君達に、どんな風に、コースがきiむべきかについても何
もいいません　このコースが意味のあるものになるように、自分達で、計画を立
てなさい」＝それから、「みんな、グルーフを作って、思いつくことをすべて書き
出しなさい」と言いました。私は、少なくとも断片的な回答を期待していました
そして彼等が言ったことを単純に書き出していきました＝イーヒ舞い込まれていたす
べてのものが、次第に明らかになっていき圭した、そして2回Rの授業の後、私
はおおまかな授業のための資料一それは整理されておらずにそのままでした一を
手にすることになりました。そして、「私たちは今、何をしまtか？」と尋ねま
した、誰もが何らかの寄与をし、義務を負っていますが、私たちは一緒にそれを
作り上げねばなりません．
するとクラスが活気づき、「カオス祭りをしよう」という、どこかで聞いたよう
な提案がありました。同じ頃ハノーファーで、「カオスの日」という抗議集会が
行われていました。生徒の親達の内の何人かが、そのことにおそらく関係してい
たことを生徒たちの話から分かりました。並行して行われた二っ目のクラスでも
同じ提案がなされ、週末にテレビ番組で、ハノーファーの「カオスのN」が放映
されましたttそのとき、焚き火から生じた火事が発生するといった奇妙な事件キ、
生じました、カオスはおそらく破壊と何らかの関係があるのでしょう．生徒たち
に、カオスや混沌としているとは、理性を失い自己を統制できず、秩序を守れな
い人間のことである、といった考えがまず浮かんだことでしltうr．カオスの対立
概念が秩序です、それから私たちは「対極的」と「極」について一度話しまLた
そして今、「こうした区別が自分たちにおいてどのようであるか」が経験されて
いきました．
　私はこうした教授法的な交差点を、この’カオスの日」をめぐる生徒の経験の
中に見出していきました／．こうした交差構造を私はいつも暗黙のうちに予感して
いたと思います「ここでいう交差構造：「私一我々の対極性、そして肯定一否定の
対極性が交差する」という考え方は、単純なものなのです。しかし、開かれた公
的な枠組みの中で、こうした単純なことが実際に起こるには、時間が必要とされ、
ここに、信頼関係が築かれなければならないことは明らかです．さもなければ私
の極の側から、自分について語ることもできないでしょう。そして自分について
語りだされ、日常から、いってみれば、現象の記述を通して語りだされてきます、
こうした次元に達したとき、何かがすでに獲得されているのです，
　しかしながら人間は常に、自我の家に住むものです．自分や友人、カオスのう
ちに起こるすべてのことについて誰もが話し、自分と親しい人々、例えば両親や
子供たちなどについて話します。すべては不明瞭で分かりにくく、自分について
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wird，　und　wenn　nichts　gesagt　wird，　dann　macht　man　das．　Sie　guckten　mich　an，　ganz
erwartungsvoll，　und　ich　sagte：，Ja、　das　Thema　steht　da．　Aber　es　gibt　keinen　Plan　fUr
diesen　Kurs，　WirmUssen　gemeinsam　den　Kurs　planen．　Die　erste　Entt　tiuschung　habt　ihr
hinter　euch，1ch　sage　euch　nicht，　wo　es　lang　geht．　Wenn　tiberhaupt　dieser　Kurs　Sinn
haben　soll，　dann　erfinden　wir　den　selbst．　Und　dann　habe　ich　gesagt：Setzt　euch　in
Gruppen　zusammen　und　schreibt　alles　nieder，　was　euch　in　den　Kopfkommt．　Und　das
haben　sie　gelnacht．　　Auf　（lie　Frage　wolite　ich　elne　zumindest　bruchstUckhafte
Antwort、しmd　dann　habe　ich　einfach　aufgeschrieben、　was　sie　gesagt　haben．　Da　kam
alles，　was　gedeckelt　war，　a］lmllhlich　hoch．　Und　als　ich　nach　zwei　Doppelstunden　das
Rohmaterial　hatte－ich　habe　nichts　geordnet，　alles　so　gelassen－、　habe　ich　gefragt：
Und　was　machen　wirjetzt？Jeder　hat　etwas　beigetragen，　jeder　hat　sich　verpflichtet，
und　jetzt　woUen　wir　das　auch　gemeinsam　gestalten．　Was　solldenn　hier　passieren？
　　Und　dann　ging　es　los：wilde　Vorsch］age，　ganz　wilde　Vorschlagel，，Wir　machen　eine
Chaosfete．“Eine　Chaosfeste？Wo　irgend　was　dann　passiert．　Zu　der　gleichen　Zeit　gab
es　in　Hannever　die，，Chaostage“als　Protestform．　Und　einige　Eltern　der　SchUler　hatten
dazu　wohl　Beziehungen．　Das　hOrte　ich　heraus．　Beim　zweiten　Kurs　lief　das　genau
parallel．　Am　Wochenende　waren　im　Fernsehen　Chaostage　in　Hannover．　Es　hatte
gebrannt．　Jemand　hatte　gefackelt，　also　ganz　komische　Sachen．　Was　Chaos　wohl　mit
Zerst6rung　zu　tun　haben　kann，　und　dann　flelen　auch　erste　Begriffe：Chaos，　chaotisch－
chaotisch　sind　eigentlich　nur　Menschen、　die　sich　nicht　im　Griffhaben．　keine　Ordung
haben．　Der　Gegenbegriff　von　Chaos　ist　Ordnung．　Dann　hatten　wir　schon　einmal
、，polar“、，．Pol“．　Und　jetzt　er億hrt　man：Wie　ist　das　bei　euch？
鞭
?? 難驚
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話されるのを聞くことに、ある小さな社会的空間に一つの極として留まることに、
何の楽しみもないことに次第に、気づいてきますtt数回の授業の後、生徒全員が
このように話した後で　一　三度目に私は規則性を理解していたのですが　一
実際、個我の領域から次第に展開してくるもの、第三者的な視点による学問から
する、このような状況からの解放が出現しました一多くの入が「カオスの研究」
について、すでにいくらか従事していましたので、「ベルツ先生、カオス理論と
は何ですか？あなたは私たちに少しばかり手ほどきするべきです．カオス理論は、
今私たちが抱えているカオスの問題に何か役立ちまtか？」／一．そのとき、私たち
は、すでに、客観的側面の極におり、知にかんする方向づけを探究しています．
こうしたことで、私たちはすでにある極1われわれという客観性の極］を持っ二
とになるので．二うした問題にいつかは従事するだろうことを、私は分かってい
ました。このようにして、未だ的確に定義されていない「カオス」概念のもつ、
不明確さゆえの不快さに気づくようになりました。私は、こうした居心地の悪さ
をしばしば強調し、この不快さを、生徒が何もする興味がないとき、今後できる
ことにまるで喜びを見1出さないようなとき、その背後にはいったい何が隠れてい
るのか、という問いと結びつけました。人生の無意味さといったものが、なんと
なくはっきりしてきました，すべてはすでになされ、完成し、何か自分独自のこ
とがまったくできませメL、。人はみな、なにか代替不可能な同一性を求めること、
なにかまったく特別なこと、まったく白分個人のこと、それをいつか自分が記録
に残せるようにできることを求めているのです。そして、こういった同一性が求
められるときの妨害となることとして、社会のうちでの疎外といった現象があり
ますttその疎外は、例えば、人間と自然の間、また人間と人間の間に生じるもの
です。
山口 社会的強制といったものでしょうか，
ベルツ 　はい、それもそうです。社会的拘束力などです。生徒は、私はもはや、自分個
人の人生への権能を持ち合わせていないと感じます．cこうした権能をもはや自ら
作りEげることはできないと思うのです．その権能は作りヒげられてあるもので
あり、個人は、今や社会の中のチェスの駒のようなものになってしまっていますb
人間はいかにしてこうした居心地の悪さに対して振る舞ってきたのでしょうか。
そこには改革すること、法律を定めること、素直であること、順応すること、山
世などの多彩さがみられます。しかし、このような仕組みから降下していく多く
の者もいますz社会的脱落者です：tそして彼らは降下するだけでなく、その社会
を破壊しようとします。そうした者たちが無政府主義者です。無政府主義者に対
して私は若干心の準備をしていました。なぜならそうした時代がくると予測して
いたからです。そこでそのような傾向にある生徒に、無政府主義者とはどんな者
か説明するように、促がしました。生徒に、無政府主義について知りたいと思わ
ないか尋ねました。無政府主義者にかんする資料をいくつか持っていると、生徒
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　　一Ich　habe　das　didaktische　Kreuz　in　diesen　Chaostagen　entdeckt．　Implizit　hatte　ich
es　immer　schon，　denn　es　ist　eigentlich　eill　gallz　simpler　Gedanke：ich－wir－ja－rlei11．
Aber　tatsachlich　lief　es　so，　wenll　man　o　t’fe　n　e　Formen　zulasst，　dann　redet　nach　einer
gewissen　Zeit－Vertrauen　muss　da　sein，　das　ist　klar，　sonst　redet　man　nicht－，　dann
fangt　man　an　von　sic｝1　zu　reden．　aus　dem　Ailtag，．Phtinonienologica“，　wenn　rnan　so
w川．Wenn　man　die　Ebene　erreicht　hat、　har　man　jaeigentlich　schon　gewolmen．
　　Aber　man　w．ohnt　im　lch－Haus．　AIIe　erztihlen　von　sich，　von　Fre田iden、　was　da　alles
chaotisch　ab］au　ft、　und　von　Beziehungen，　z．B．　Eltern－Kinder　usw．　Anes　ist　nicht　kla▲’
und　deutiich．　und　es　macht　auch　keinen　SpaB　von　sich　zu　erzahlen，　im　kleinen
sozialen　Raum　zu　verbleiben　a［s　ein　Pol．　Nach　einigen　Stunden，　als　alles　so
angesprochen　war－beim　dritten　Ma｜hatte　ich　schon　die　GesetzmaBigkeit　im　Kopf－，
und　tatsachlich　entvvickelte　sich　das　allmtihlich　vom　Ich，　ganz　pers6nlich，　die　Rettung
von　der　Wissenschaft．　Manche　hatten　sich　auch　mit　Chaosforschung　schon　ein
bisschen　beschaftigt．．．”Was　sagt　die　Chaostheorie？Herr　Boelts，　Sie　mUssen　uns
einmal　ein　bisschen　einfUhren．　Kann　die　Chaostheorie　da　heifeti？“Da　waren　wir
schon　in　diesem　Pel，　der　objektiven　Seite，　die　Suche　nach　Orientierしmg　Uber　Wissen．
Damit　hatten　wir　schon　einen　Pol．　Wir　wussten，　irgendwann　werden　wir　uns　damit
besch駈ftigen．　Und　dann　fie｜en　immer　so　undefinierte　Begriffe．　Dieses　Unbehagell
habe　ich　dann　auch　o　ft　fbrciert，　habe　gefragt，　was　steckt　denn　dahinter，　wenn　du　keine
Lust　hast，　irgelld　etwas　zu　machen，　und　dich　gar　iiicht　darauf　freust、　was　du　sptiter
Inachen　kannst？－Die　Sinnlosigkeit　des　Lebens，　das　kam　irgendwie　heraus．．．　Es　ist
alles　schon　gernacht，　fertig，　ich　kann　gar　nichts　Authentisches　mehr　selbst　machen．
Das　war　die　Suche　nach　der　ullverwechselbaren　Identitat；etwas　ganz　Besonderes，
Pers6nliches，　das　muss　ich　irgend　wanll　einlnal　dokumentieren　k6nnen．　Die
Verhinderung　dessen、　dass　Identitaten　gefunden　werden，　liegen　in　der　Gesellschaft
begrUndet、　tiber　Entfremdungsphanomene．　Mensch－Natur，　aber　auch　Mensch－
Mensch．
iy’amaguchi
　　　　｝
Sozialer　Druck．．．
B6］ts 　　Ja，　so　auch，　Soziale　Zwtinge　usw．［ch　habe　nicht　meh1・Macht　Uber　mein　eigenes
Lebel1．　lch　kann　es　nicht　mehr　selbst　gestalten．　Es　wird　gestalteL　Und　ich　bin
irgendwie　eine　Figur　iln　SchachspieL　Wie　haben　Menschen　sich　gegenUber　diesem
Unbehagen　verhalten？Und　dann　wurde　die　ganze　Palette　aufgefUhrt：reforlnieren，
Gesetze　machen、　brav　sein，　sich　anpassen　und　Karriere．．．　Und　manche　gab　es　aber
auch，　die　sind　ausgestiegen．　Die　Aussteiger．　Und　die、　die　nicht　nur　aussteigen，
sondern　richtig　drau　th　auen　wollten，　das　waren　die　Anarchisten，　Daraufhatte　ich　mich
ein　bisschen　vorbereitet，　weil　ich　wusste、　dass　das　kommt，　Und　dann　habe　ich　sie
au㎏efordert：Erklart　doch　mal、　was　das　ist，　ein　Anarchist．　Wo［1en　wir　das　nicht
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の関心を向けたのです。
山口 社会科の授業の資料としてでしkうかttt
ベルツ 　そうです、選択必修科目の枠組みの中で行いました、ところで私たちは、その
授業で、社会の良くない側面についても語り、こうしたことに人々は様々に振る
舞うことができることも明らかになりました，そして、意志や努力が徐々に前進
していきます、なぜなら、まだ何かできる時間が更に残されているからです．こ
こでいくつかの提言がすでになされていました．緑の党の運動の流れの中で、多
くの政策が供出され、見事に刻印された文言が表明されていました／：親たちは了
供たちと家で次のように語っていると聞くことになりました。「もうすべてのこ
とが試めされたのではないか一tそうじゃない？だけど、それで世界は少しでも変
わったのか？」ttこのような状況にあって、もちろんすべてを再び破壊しないよ
う注意しなければなりませんでした＝「世界はまだ終わっていない」、ということ
を生徒の心にわき起こしたかったのです。そして活動的になること、開始するこ
と、ユートピア概念を少しだけでも聞かせることが、若い人たちにとってやりが
いのあることだと思いました。世界はいまだ完成していません．これはE．プロッ
ホの哲学ですft
　これが根本的な経験で、そこから授業は更に続き、様々に分岐的発展を遂げて
いきました。生徒を誠実に受け止めようとするのであれば、同じような経過をた
どるべきだと思います。いまだ完全に明らかではないような恨本的理念へ、概念
の起源へ立ち戻られねばなりません、起源は不明瞭であり、様々な意味の世界を
有しています．ここが、動機づけが成功する重要な機会です・このことは真面目
に受け取られねばなりません、ここから更にどのように展開するのか私自身は分
かりませんが、興味はあります：／非常に大きな興味があります．私は今こうした
ことを行っていまナし、当時もそう考えていました．そして生徒たちも私の中に
起こることに気づいていました，彼らは言いました、1ベルツ先生、あなたはい
っもこのようなことをなさってきたのですね］、．私はそれに答えて、「ええ、だが
それも終わりです　私は今度、まったく新しいことをしようと思う、そして君た
ちと一緒に、この新しいものが何であるかを見つけ出そうと思う」と述べました，
　私は10年ほど環境教育をめぐり、様々なプロジェクトを行ってきました　一
つのフロジェクトとして体系化できるような段階になってきています　そして私
は9年ほど上級学年で政治学の授業を行ってきました，最後の13年生には、「社
会的ユートピア」という授業を繰り返し行いました、この学年の生徒は、確かに
しっかり勉強しました，そして、この授業は、私の専門分野にもなっていったの
です　私は素晴らしい教員仲間にも恵まれたと思います
　1983年に私はとりわけ優れてクラスで授業ができました、生徒も多いに熱心で、
彼らに三年間政治の授業を行うことができ、私と彼らの関係は、学校に留まるだ
けでなく、学校の後でも、彼らと共に共通の目的を実現できていけるだろうこと
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wissen？lch　habe　ein　paar　B拍tter　dazu．．．
Yamaguchi
　　　　＞
Als　Sozialkundeunterricht？
B61ts （Erklljrungen　ZUm　SyStem　deS　Wahlpf］iCht　fa　c・hs）
　　Urid　dann　hatten　wir　uns　tlber　das　Schlechte　der　Welt　auch　eill　bisschen
ausgesprochen．　und　dass　Nlenschen　sich　dazu　auch　verschieden　verha｜ten　kbnnen、　ist
auch　klar　geworden，　und　dann　kam　allmahlich　doch　der　WiUe　und　das　Bestreben　nach
vorn、　denn　es　gibt　ja　noch　eine　Zeit　nach　vorn、　es　geht　doch　weiter　irgendwie．　Da
kamen　dann　schon　Vorsch］tige．　Alles、　was　im　Mainstream　der　GrUnen　Politikgemacht
wurde，　wurde　abgeliefert．　Die　sch6n　gestanzen　Satze　kamen　dam、　Die　Eltern　reden　zu
Hause　mit　ihren　Kindern　darUber，　h6rte　ich　heraus．．lst　doch　schon　a［les　aしisprobiert，
oder？Haben　wir　nicht　schon　alles　ausprobiert？Hat　sich　die　Welt　verandert？“－
NatUrlich　musste　ich　vorsichtig　sein，　dass　ich　nicht　wieder　alles　kaputt　mache．　Aber
ich　wollte　herauskitzeln，　dass　die　Welt　noch　nicht　zしl　Ende　ist，　Und　dass　es　sich　fUr
junge　Leute　lohnt，　mobil　zu　machen、　sich　auf　den　Weg　zu　machen　und　den　Begriff
Utopie　ein　bisscheti　anklingen　zu　lassen．　Die　Welt　ist　noch　nicht　fertig－Blochsche
Philosophie．
　　Das　war　eine　Grunderfahrung、　und　dann　lief　der　Unterricht　weiter、　wurde
ausdifferenziert．　Wenn　man　die　SchUler　ernst　nimmt，　muss　man　ahnlich　verfahren．
Man　muss　zurOck　zur　Ursprungsidee、　die　noch　gar　nicht　klar　ist，　kommen，　zum
begrif∩ichen　Ursprung．　Der　ist　nicht　klar　und　hat　verschiedene　Bedeutungswelten．　Da
ist　die　groBe　Chance，　dass　da　die　Motivation　auch　gelingt．　Das　ist　ernst　nehmen，　Ich
weiB　selbst　nicht，　wie　es　weiter　geht．　aber　ich　habe　lnteresse　daran．　Mich　interessiert
das　so　richtig．　Ich　mache　dasjetzt，　Und　das　haben　die　bei　mir　auch　gemerkt．　Und　die
haben　gesagt：，、Herr　Boelts、　Sie　haben　doch　immer　diese　Sachen　gemacht．．．‘L－，，Ja，
aber　das　ist　vorbei！Jetzt　will　ich　etwas　ganz　Neues，　und　ich　willmit　euch　zusamlnen
herausfinden，　was　das　Neue　denn　nun　ist．“
　　lch　hatte　zehn　Jahre　Umweltbildung　hinter　mir　und　viele　Projekte　gemacht．　Ein
Projekt　k6nnte　man　s．y　stematisieren．　Ich　habe　neしm　Jahre　lang　Politikunterricht
gemacht　in　der　OberstLife．　Da　gab　es　immer　einen　Kurs”Gesellschaftliche　Utopien“，
in　der　13」，im　letzten　Jahrgang．　Die　konnten　schon　was．　Und　das　war　dann　mein　Fe｜d
geworden，　Ich　hatte　tolle　Kollegen．
　　1983hatte　ich　einen　solchen　super　Kurs，　tolle　Leute　waren　das，　und　mit　denen
konnte　ich　drei　Jahre　lang　politische　Bildung　machen，　und　ich　ahnte　schon：Mit　denen
bleibst　du　nicht　nur　in　der　Schule．　Mit　denen　machst　du　richtig　was　daraus、　Ich　war
selbst　in　einer　Aufbrauchszeit，　hatte　meill　Standbein　zwar　in　der　Uni，　in　der　Schule、
aber　mein　Spielbein　hatte　ich　drauBen　in　sozialen　Bewegungen．　Und　dann　kam　mir　die
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を予感することができました．私目身、作りあげる準備の時期にあり、大学や学
校での教育活動に軸足を置いていたのでtが、もう片方の足は社会活動という外
部に踏み出していました、そして次のような考えが浮かびました、それは、ご存
じのように未来教育という教育概念が、この概念が方法的に形成され未来が見出
されるように、ユートピアとしていわば作りFlげられるのではないか、というも
のです＝これは教育的方法です，私たちはこうした方法を作り、その後、様々な
人々や諸理論と討議することで次のような考えが浮かびました、それは当時のド
イツは高い失業率を記録した時代であり、若い世代の高い失業率が記録され、先
行き不安な時代でした、1982／83年は実際ひどい年でした／t生徒たちは当時、「自
分たちは特権的な階層である」ということを自覚していきました、大学入学資格
を有する人々は、ドイツ国民のわずか33％でした、他の三分の二の人たちは、杓、
たちが考え、悩んできたようなことに悩む機会さえないのです、そのとき私たち
がたくさんのアイデアを持っていたことも思い出されましたttそれらのうちの一
っを実現化したいと思いましたt．t七年間私たちは隣のある村で、「未来工房」を
建設しました．私たちは共同で農家を購入し、そこに村のための「未来工房」を
造りました。その工房は、芸術的活動のための工房として想像力豊かに造られ、
それだけでなく、そこで環境保護活動といわゆるABM対策とを結びつけようと
しました．：このABM対策とは職を失った若者をフロジェクトに参加させること
で、仕事をする人生に彼らを結びつけるものです、このようにして私たちは、地
域社会における自然保護プロジェクトをまずもってのフロジェクトとして明文
化し、職を失った若者たちがこのプロジェクトを「未来工房」建設として作りト
げたのです、若者たちはこうしたことで、生活の安定性を再び獲得することなど
を学びました。また、常にこうしたフロジェクトをどのように作りあげるかを、
ともに考えていきました，こうしたフロジェクトを私たちは七年間続け、予算が
尽きたので終了しました、それが1990年でしたL／しかしながらこうした授業に
おける経験から、生徒たちがいく人かの大学生や失業者たちと触れ合うことがで
きました、
山口 政府による、若者への雇用対策はあったのですか，
ベルツ 　はい，官僚制とどう渡り合っていくかに長けた優秀な人々もいました。私も次
第にこのことに慣れてはいきました．：私たちは、政府の援助によって適切に保証
されたフロジェクトや、もちろん自由な資金援助によるプロジェクトも行いまし
た，寄付金や基金などについても学んでいきました／r
　これらが私にとって、学校の外で何かをし、それを公的活動に部分的に結びつけ
ることを学ぶ時期でした：t様々な理由から、このプロジェクトは1990年に終了し
ました．この終了期の2年前に私は今ある新たなフロジェクト［家屋の改築をと
して環境教育センターを構築するアロジェクト］を見出し、それ以来、方向転換
を行いました，
　　　　　　　　　　　　　　　78
ハル．トムート・ベルツ（Hartniut　B61ts）
ldee－das　p員dagogische　Konzept　der　ZukullnsbHdung　kennen　Sie　viel］eicht，　wie　man
das　methodisch　macht，　wie　man　die　Zukun廿erfindet，　die　Utopie　sozusagen　gestaltet．
Das　ist　eine　padagogische　Methode．－Das　hatten　wir　gemacht，　und　nachdem　wir　uns
mit　vielen　Leuten　und　Theorien　auseinandergesetzt　hatten、　kam　p16tzlich　eine　Idee
auf：Es　war　die　Zeit　der　hohen　Arbeitslosigkeit　in　Deutschland，　Jugendarbeitslosigkeit
und　Orientierungslosigkeit．　Es　war　ganz　schlimm　ill　der　Zeit．1982／83．　Und　dann
entdeckten　die　SchUlei・：，，Wir　sind　ja　privilegiert．“Die，　die　Abitur　machen，　sind
privilegiert，33％unserer　Bev61kerung　sind　das　nur．　D▲e　anderen　zwei　Drittel　haben
gar　keine　Chance、　sich　Uber　so　etwas　Gedanken　zu　machen、　was　wir　gemacht　haben．
Und　da　kam　es　auf：Wir　haben　so　viele　Ideen　gehabt．　Eine　davon　wollen　wir
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realisieren．　Wir　haben　sieben　Jahre　Iang　in　einem　　Dorf　nebenan　eine
Zukunftswerkstatt　aしtfgebaut，　Wir　haben　mit　anderen　zusammen　einen　Hof　gekauft
und　daraus　eine　Zukullftswerkstatt　gemacht　ftir　ein　Dorf．　haben　also“ierksttitten
eingerichtet，　kUnstlerische　Werkstljtten，　phantasievoll　gestaltet　und　dann　auch　mit
Umwekaktivitaten　verbunden，　sogenannte　ABM－MaBnahmen．　Das　waren　MaBnahmen，
in　denen　man　arbeits］ose　Jugendliche　in　Projekte　hilleinbekam　und　die　Anschluss
gewinnen　k6nnen　an　das　Arbeitsleben．　So　haben　wir　hier　in　der　Gemeinde
Naturschutzpro、jekte　erst　einmal　ausformuliert　als　Projekte　und　Jugendliche、　die
arbeitslos　waren，　haben　das　inder　ZukLinftswerkstatt　gestaltet，　Die　haben　dort　geiernt、
erst　einmal　wieder　Stabilittit　zu　gewinnell　usw．　Wie　soll　denn　dieses　Projekt　jetzt
aussehen？Das　haben　wir　sieben　Jahre　lang　gemacht　und　dann　ging　das　zu　Ende，　weil
die　Gelder　zu　Ende　waren．1990　war　das．　Aber　diese　Erfahrung　aus　dem　Unterricht
heraus－SchUler　haben　mitgemacht　mit　ein　paar　Studenten　und　mit　den　Arbeitslosen．．．
YamaguchiGab　es　vom　Staat　UnterstUtzung　fUr　die　arbeitslosen　Jugendlichen？
B61ts 　　Ja、　und　wir　hatten　auch　gute　Leute，　die　Ahnung　davon　hatten，　wie　man　mit
Btii’okratie　umgeht．　Ich　habe　das　dann　sptiter　allmahiich　gelernt．　Da　haben　wir　richtig
fundierte　Projekte　vom　Staat　finanziert　bekommen，　aber　auch　mit　freien　Geldern．
Allmahlich　lernte　man　Uber　Spenden，　Stiftungen　usw＿
　　Das　war　fUr　mich　eine　Lernzeit，　auBerhalb　der　Schule　etwas　zu　lnachen　und　das
tejlweise　mit　institutione］ler　Arbeit　zu　verblnden．　Aus　verschiedenen　GrUnden　wurde
das　Projekt　l990　beendet．　Zwei　Jahre　vorher　hatten　w・ir　dieses　entdecktしmd
allmtihlich　hatte　ich　mich　dann　auch　ulnorientiert，
　　Es　war　fOr　mich　auch　eine　Krisenphase，　in　den　80er　Jahren　ich　wollte　das
Zukuntswerkstattprojekt　aLicli　al　ein　Spielbeln　nach　drauBen　setzen．　Dann　habe　ich
auch　bemerkt，　das　hatte　mit　der　Entwicklung　in　den　Institutionen　zu　tun，　wenn　man
genUgend　Kra　ft　hat，　und　wenn　man　eine　gute　Gruppe　hat、　ein　gutes　Kollegium，　ein
gutes　Kollektiv，　dann　kann　man　etwas　bewirken．　Das　war　eine　Lernphase．　Dieses
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　この時期は、私にとって危機的II寺期でもありました＝80年代に私は、この「未
来工房フUジェクト」を外へ向けての踏み出しの一歩としたかったのです＝それ
から、もし十分な活力があるならば、こうしたことが公的活動における発展と関
係しうること、また良いグルーフ、同僚、作業チームを持っているならば、外に
影響を与えることが可能なこと、これらのことも気づきましたttこれが学びの時
期だったわけです，こうしたフロジコ・クトは、もし、学校の外で、改革や変化と
何らか関係するようなプロセスが進展していなければ、生じることはなかったで
しょう．統合学校が新たに考え直されるべきでした、統合学校内での活動空間は
相対的に大きなもので、枠組みも明らかでした一特定の限界を踏み越えることは
できなかったのですが、相対的に開放された実験空間でもあったのですr50人の
人々がこうした枠組みで活動し始めました，、このことを振り返って、現在の私の
学生に語って聞かせるのですが、教育学士［教育学が終rして学tの称号を持つ
人］とは、えてして、学校を憎んでおり、制度への嫌悪から、個々人に固有なこ
とを実現するように望み、芸術的なことや療法的なことを行おうとしたがります一
こうしたことは理解できることではありますが、私は以ドのように言いました。
　1おっしゃる通りです。自由なプロジェクトをなさってください．しかし、私た
ちが、古い社会制度が突破すろことのできないような社会の防御壁の突端は、そ
う簡単なものではない．私の確信するところは、やりがいを見出すポイント、ア
レンジの仕方、そしてある社会制度を内側から突破する可能性、これらをあなた
方は、見つけ出さねばならない」と。大学人としての私の強みは、教育家として
他者との関係に係わり、この関係に非常に集中して戦略的に向かうよう奮起する
ことができることです，私は綜合学校で三年間、このような実験を行いました、
50人の人々は、それぞれ白分の課題を行いました，外的な圧力も多少ありました
私たちは統合学校であることを望み、取り残された残余学校であることを欲しま
せんでした、統合学校にとって伝統的な学校システムと競合することは、大きな
危険が伴いました、残余学校とは基幹学校（Hauptschule）の生徒だけか、その他
の若下の生徒が行く学校でした、私たちは、まさに、綜合学校のこうしたイメー
ジを変えようとしました．そして、幾分かは変えてきました．多くのフロジェク
トが試みられた後、この今のプロジェクトが中心になりました「そしてこのアロ
ジェクトを通じて教師たちの間に同一の意識が生じました。このプロジェクトが
一つの学校にとって、規模が大き過ぎることはすぐに分りました。私たちはすぐ
さま二つ目の学校と、いずれにせよ私たちが依存していた全ての公的施設と協力
しました。しかし私たちは自主的にプロジェクトを行いたかったのですttいずれ
にせよ白主的な活動が行えるのは、自らが基盤を、それも物質的な基盤を備えて
いる場合でしょう。それで、公的基金が非常に重要だったのです．その当時私は
そこのことを学びました。そしてある基金からの援助を受ける幸運に恵まれまし
た、プロジェクトを開始するにあたり、「これを行っても良いですか？」と州政
府にまず伺いをたてる必要はありませんでした。もし私たちが「一つの家屋を買
いたいと思います，そしてそれを改修することで、私たちの授業はより興味深い
　　　　　　　　　　　　　　　80
ハルトムート・ベル．ツ（Hartmut　B61ts）
relativ　groB，　die　Rahmenbedingungen　waren　auch　klar，　gewisse　Grenzen　konnten　wir
Projekt　wi’re　nicht　entstanden，　wenll　nicht　in　der　Schule－eine　Schule，　spater　zwel
Schulen，　ein　Prozess　abgelaufen　ware、　der　etwas　mit　R．efbrmierung　zu　tun　hatte，　mit
Vertinderung．　Die　gesamte　Schule　sollte　neu　gedacht　werden；eine　Gesamtschule．　Der
Spielraum　war　nicht　Uberschreiten，　es　war　aber　ein　relativ　o　ffe　ner　Experimentierraum．
Und　dann　haben　sich　fUnfzig　Leute　auf　den　Weg　gemacht，　Das　erzahle　ich　den
Studenten　heute　auch　immer　wieder　－　Diplompadagogen：　Die　werden
Diplompadagogen，　weii　die　die　Schule　hassen．　Diplompadagogen　wollen　irgendwie
individuell　und　irgendwas　KUnstlerisches　machen，　vielleicht　auch　Therapeutisches，
aber　eine　Aversion　gegen　Institution．　Das　weiBich．　und　ich　sage：，，Jawohl，　macht　was，
freie　Projekte，　die　sind　ganz，　ganz　wichtig，　aber　wenn　wir　die　Bastionen　der
Gesellschaft，　die　alten　Institutionen　nicht　aufbrechen，　dann　haben　wir　keine　Chance，
Und　deshalb　bin　ich　eigentlich　ein　Zeuge　davon：Ihr　mUsst　nur　herausfinden，　wo　es
sich　lohnt　und　wie　man　das　arrangiert，　und　wie　man　eine　Institution　von　innen　heraus
aufbrechen　kann，　Das　ist　eine　meiner　Sttirken　an　der　Uni、　dass　ich　Padagogen　dazu
ermutige，　s三ch　auf　die　Verhtiltnisse　einzulassen　und　dann　ganz　gezielt　strategisch
daran　zu　gehen．　An　unserer　Schule　haben　wh“drei　Jahre　lang　experimentiert．　Jeder
machte　irgend　etwas．　Det’Druck　war　auch　ein　bisschen　da．　Wir　wollten　eine
Gesamtschule　sein，　aber　keine　Restschule．　Das　war　die　groBe　Gefahr　der
Gesamtschule　in　Konkurrenz　zum　traditlonel］en　Schulsystem：Restschule、　da　gehen
nur　HauptschUler　und　noch　ein　paar　andere　hin．　Nein，　dieses　Image　wonten　wir
vertindern．　Und　wir　haben　es　ein　Sttick　weit　verandert．　Nach　vielen　Projekten　war
dieses　Projekt　der　Schltisse1．　Daraus　ist　Identitat　gewachsen　fUr　das　gesamte
Kollegium．　Das　Projekt　ist　zu　groB　f遠r　eine　Schule，　das　wurde　sofort　klar，　und　wir
haben　uns　sofbrt　verbUndet　mit　einer　zweiten　Schule，　wir　haben　uns　so　fo　rt　verbUndet
mit　allen　staatlichen　Institutionen，　die、　von　denen　wir　ohnehin　abhtingig　waren，　aber
wir　wollten　die　Autonomie，　und　Autonomie　kann　man　nur　erreichen，　wenn　man　selbst
auch　die　Grundlagen，　vor　allem　die　materiellen　Grundlagen　hat．　Deshalb　waren　die
Stiftungsgelder　ganz　wichtig．　Ich　habe　damals　gelernt，　und　auch　GIUck　gehabt，　die
xxx－Stiftung，　die　haben　uns　Gelder　gegeben．　Wir　brauchten　den　Staat　erst　einmal
nicht　fUr　den　Start　zu　fragen：DUrfen　wir　das　machen？Wenn　wir　hingegangen　wtiren
und　hatten　gesagt：”Wir　wollen　eill　Haus　kaufen．　Das　wollen　wir　renovieren、　damit
unser　Unterricht　interessanter　wird．“Dann　hatten　die　gesagt：，，Seid　ihr　verrUckt？Und
Geld　haben　wir　nicht．　Wir　haben　Uberhaupt　kein　Geld．“Das　Geld　liegt　ja　auf　der
StraBe．　Man　muss　es　nur　finden．
　　Und　so　kam　es　dann．　Es　war　der　gemeinsame　Wille　da．　Wir　mUssen　ein
gemeinsames　Projekt　finden，　es　war　die　Idee：Wir　bauen　uns　selbst　Hauser　im　Wald．
Dann　haben　wir　alles　selbst　in　der　Hand　und　es　kostet　nicht　so　vie1，　Die　alternative
ldee　war，　irgend　ein　tolles　Haus　zu　finden，　das　verlassen　ist．－So　haben　w’ir　es　selbst
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ものになります」と国に対して言っていたならば、「君たちは頭がおかしいのか
そんなものに使うお金などそもそも無い」と言われていたことでしょう．
　まず共通の意志が牛まれ、共通のブロジェクトが見出され、それは森のなかに
自分達で家を建てる、といったアイデアでした、偶然ですが、もと、森林管理の
ための、今は使われていない家を見つけ出しました・それを私たちの学校の校長
先生に伝え、地域の政治家にも連絡し、それからこの家のフロジェクトに関連す
る役所一不動産管理担当の役所一に電話連絡をしました．その際、このフロジェ
クトによって、環境教育を行う家と同時に、若者のための家を作りたいというこ
とを伝えました、役所からの肯定的な回答を踏まえ、私たちはそれから、協会が
設立し、建築家を手配し、修復にかかる費用を算出してもらい、450，000ドイツ
マルクかかる事が判明しました。次に資金集めにかかり、いろいろな基金に寄付
を募り、およそ、総費用の半額まで、資金援助を得、開始資金を獲得することが
できました．こうして、この前提でもって、地域や州の公的機関に、開始のため
の資金が調ったことを伝え、公的機関へと近づき、行政上の援助を依頼に向かい
ました。こちらから、公的機関へ、プロジェクトを共同で展開できることを提案
し、大きな賛同を得たのでした、すぐに、私たちは家を建てはじめ、それから三
年後、1993年6月、この家の落成式があり、ドイツの文部省からの来賓が祝辞を
述べました。私たちのプロジェクトは、あらゆるものへと影響しうるような実験
的プロジェクトであり、その成功が賞賛されたのです／t
　このようにして出来上がったこの環境教育センターでは、必要な事務に関わる
人々とともにセンターの運営が始まり、軌道に乗り初め、今に至っています．プ
ロジェクトを開始した私たちの世代も年を重ね、今では、次の世代への移行期が
訪れています＝
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gefundeii，　per　ZufalL　Wir　haben　einen　ganz　tollen　Schulleiter．　Den　habe　ich　gestem
angerufen，　der　hat　hier　auch　so　viel　mitgemacht．　Er　sollheute　abend　kommen．　Leider
kommt　er　heute　abend　nicht．　Sonst　hatten　Sie　den　auch　kennen　gelernt．　Ein　ganz　tQller
Schしilleiter，　der　einerseits　auch　　ganz　knallhart　Vv’issenschaft　ulld　　so．．，　aber
pragmatisch　denken，　strategisch　denken　und　wirklich　ein　Kollektiv　auch　ftlhren　kann．
Mit　dem　zusamme11－er　wohnt　auch　in　der　Nachbarschaft，　im　Dorf－．　haben　wir　das
Haus　gefunden．　Heute　abend　wird　ein　Politiker　kommen．　Den　haben　wirangesprochen、
dann　　eine　　Beh6rde，　der　　das　　Haus　　geh6rt　－　　die　　Liegenschaft．　（iie
Liegenschaftsverwaltung－，　ich　habe　angerufen　und　nach　deln　Haus　gefragt．　．Ja，　da
haben　schon　eillige　gefragt　und　etwas　versucht．　Es　ist　aber　nie　etwas　daraus　geworden．
Welche　Idee　haben　Sie　denn？“一，Wir　LN・011en　daraus　eill　Umweltbildungshaus，　ein
Jugendwaldheim，　machen．“－Das　ist　aber　toll！Wenn　Sie　das　wollen，　das　kann　ich　mir
ungef註hr　vorstellen！Wenn　Sie　das　schaffel1，　unterstUtzen　wir　Sie．“Das　war　so　eine
Botschaft．　Und　dann　haben　wir　angefangen，　innerhalb　ganz　kurzer　Zeit　einen　Verein
gegrUndet，　dann　wurde　es　LLlls　tiberschrieben　mit　der　Verpflichtullg，　dass　wir　es
renovieren、　einen　Architekten　geholt，　Kostenvoranschlag　450　000　DM　zur
Renovierung，　die　mUssen　wil・besorgen．　Ich　habe　dann　auch　SpaB　daran　gewonnen，
Geld　zu　sammeln　bei　den　Stiftしmgen，　der　Bosch－Stmung　usw、．．　Wir　haben　dam　die
Halfte　des　Geldes　gehabt，　und　dann　kam’s；Als　wirdie　Startgelder　hatten，　sind　wir　an
den　Staat　rangegangen，　Auf　Kreisebene，　auf　Landesebene　－　die　wollten　alle
mitmachen！Ich　habe　gesagt：，，Wirhaben　den　Start，　ihr　k61mt　dabei　sein，　ihr　kOnnt　alle
mitmachen！も‘Das　war　ein　so　tolles　Gefiih1．　Das　haben　wir　au　fgebaut，　und　nach　drei
』ahren－ich　habe　noch　Bilder，　die　werde　ich　in　Tokyo　zeigen，　vom　Kultusrninisterium
bei　der　Er6ff肌mg　dleses　Hauses．　Wullderbares　Wettel“hatten　wir　im　Juni　l993．－Und
dann　kam　der　Vertreter　des　Kultusministeriums　und　hat　seine　R．ede　gehalten．　Der　har
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
chr］ich　gesagt、　dass　er　ulls　das　nicht∠ugelraut　hLitte、　Das　habe　ich　noch　iln　Kopf．　Und
LN．．奄?@sie　dann　selbst　sozusagen　ulltel’Drしlck　geraten　seie11、　das　ware　ehl　Pnotprojekt、
しmd　das　wUl・de　ausstrahlen　Ubei’alies　usw，．．　Und　er　willgallz　ehrlich　sagen，　e「will　uns
gratulieren，　Fertig！
L－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　Also　so　ist　es　entstanden，　Lind、virhaben　es　dann　geOf｛”llet、　wir　haben　gutes　Persorlla
geftmden．　die　Frau　Schmidt，　die　werden　Sie　heute　Abend　kennen　Eernen．　Die　habel1
＞
al］e　l8　jahre　Praxis　hinter　sich．　Wir　mUssell　jetzt　schon　Uberlegell　die　ntichste
Generation．　Die　sind　alle　Anfang　50jetzt．　Wir　mUssen　al．1　den　Ubel・gang　denken，　und
wir　mUssen　auch　an　uns　denken，　dass　wir　alter　werden　und　dann　die　Sachen　abgeben、
auch　vom　Vorstaiid　usw．　Vv”ir　sind　im　Umbruch　jetzt，　und　das　muss　gut　ge　g．　teuert
werden．
　　Das　ist　gut　gelungen．　VvJi1－haben　von　Anfang　an　schon　gedacht，　weil　wir　vieles
mitbekolllmen　hatten、　ja　nicht　nur　ABM－oder　KurzzeitvertrtAge　zu　machen．　Das　ist
eine　so“，ichtige　Einrichtung．　Vv’ir　haben　uns　auch　parteipo］itisch　Uberhaupt　nicht
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　私たちのフロジェクトは政党政治に依存するものではありませんでした，私た
ちのプロジェクトがたいへん説得力のあるものであることは、CDU、　SPDや、緑
の党、左翼党など、様々な政党の人たちとこのプロジェクトについて語ることで
明らかなものとなりました．いずれにせよ彼らと対話することで気づきましたt．
もし特定のプロジェクトが、景気対策といった政治に直接関わる問題に依存する
プロジェクトであると性格づけられ、政党政治との関わりを取りざたされると、
もうそのプロジェクトの成功は不可能になります。政党にかかわらない長期的プ
ロジェクトであって、はじめて、さまざまな政治家との提携が可能になるのです、
　私たちは1992年に、ある協定をマールブルク市とマールブルクービーデンコフ
フ地区と結びました．綜合学校の半数の生徒がこの地区から通っていたことから
して、共通の協定がなされたことは非常に理に適ったことで、18年間現在まで、
毎年100，000ドイツマルクが市と郡で半額ずつ支払われ、それによって私たちの
活動が運営されています。活動の運営には、家屋管理者と事務を金田教育学者で
あり環境教育担当の二人の正規職員があたっています。私たちは始めから、適切
な、公的機関からの資金援助を受けた持続的な職位の保障が必要であることを主
張していました。こうした基礎は長い経過を経て初めて作られますe資金のみ要
求するだけでは、プロジェクトは成功せず、まずは先行投資によってどの程度、
フロジェクトが実現されているか示すことができ、プロジェクトの内容を説得で
きるようになっているのでなければなりませんt”それがあって、プロジェクト実
現が可能になるのです。
　これがどのようにこのセンターが出来上がったか、その大雑把な経緯です．私
たちはそれに平行して内容上の、構築プロセスがあり、カリキュラム化が並行的
に進行し、私たちはここで何をするのか、決められていきました。この施設は、
学校教育を補完する施設です。私たちは、あらゆるところから人が押しかける、
環境教育の観光のようなものではなく、公的機関として、地域に属する施設を開
設しました／．このセンター施設は、マールブルク市の所轄の郡の70の学校の環
境教育を補完し、担当するものです、．70の学校が私たちの施設を訪れることは可
能で、申し込み依頼はいつもいっはいになっています。私たちにはそれほど多く
のことはできず、一日に設定できるのは、せいぜい二っの学習グルーフです。ど
の訪問も予約され、そのための順備がなされます．私たちは四つの課題を設定し
ました。「森、農業、水、エネルギー」という四っのテーマに適切な人々を探し
ました。彼らは有資格者でなければならず、影響力のある人物でなければならず、
若い人々を惹きつけられる人物でなければなりませんttこのように教育内容の計
画が立てられ、人々が順次、雇用されていきました．私たちは自らの思考パター
ンと明確なプロフィールを持ち、中心になる人々の間の「円卓会議」を設け、教
育者が個々の計画を作成しました．そこには豊かな好奇心があり、エネルギーが
あり、そして火急のものとなり始めたエネルギー問題や環境問題とともに、緊迫
感がより大きくなっていました。多くの森が死滅する危険は、ドイツで80年代
に大きなテーマになっていました。そして問題は現在も進行していますJ
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abhangig　gemacht．　Dieses　Projekt　war　so　Uberzeugend－das　habe　ich　gemerkt　in
Gesprachen　egal　ob　mit　CDU，　SPD，　mit　den　GrUnen，　mit　den　Linken－da　waren　die
sich　einig：Das　ist　etwas，　das　hat　mit　Parteipolitik　erst　einmal　nichts　zu　tun．　Wenn
man　so　einen　Ruf　hat，　wenn　es　nicht　nur　Uber　Gezank　und　Unstimmigkeiten　und
Kurzfristigkeiten　der　Politik　abhangt，　von　Konjunkturpolitik，　dann　hat　man　schon
keine　Chance　mehr、　Dieses　ist　ein　langfristiges　Projekt，　und　desha｜b　war　die　Koalition
der　Politiker　da．　Allen　war　klar：Wir　haben　die　Bewirtschaftung　dieses　Hauses　zu
leisten，しmd　allen　war　klar，　dass　da　zwei　Personen　voll　einzustellen　sind　und　dass　wir
llOOOO　Dem　imJahr　brauchen　fUr　die　Bewirtschaftung．
　　1992haben　wir　einen　Vertrag　abgeschlossen　mit　der　Stadt　Marburg　und　mit　dem
Kreis　Marburg－Biedenkopf．　Die　teilen　sich　das　Geld，　weil　die　Halfte　der　SchUler　aus
dem　Stadtgebiet　kommt、　und　die　Halfte　aus　dem　Kreis．　Also　ist　es　logisch，　dass　ein
gemeinsamer　Vertrag　mit　uns　gemacht　wird，　und　die　zahlen　jetzt　seit　l8Jahren　jedes
Jahr　l　lO　OOO　DM，　und　damit　k6nnen　wir　die　Bewirtschaftung　leisten．　Und　es　gibt
zwei　Stellen，　einmal　den　Peter　Honig，　den　Hausmeisten　Der　ist　verantwortlich　fUrs
Haus．　Das　ist　unser　sachliches　Kapital．　Er　ist　Handwerker　und　macht　aHes、　repariert
alles，　und　wenn　er　es　nicht　selbst　macht，　holt　er　welche　usw＿Und　unsere　Ptidagogin，
die　ist　Lehrerin，　Berufsschullehrerin，　hat　Landwirschaft　studiert　und
Umweltpadagogik．　Und　w・irhaben　von　Anfang　an　gesagt：Wir　brauchen　eine　richtige，
vom　Staat　finanzierte　Dauerstelle．　Das　war　die　Grundlage，　und　das　war　die
entscheidende　lnitiative；solide　Grundlagen　zu　schaffen，　aber　erst　nach　einem　langen
Prozess．　Man　kann　nicht　sagen，　wie　manche，　wenn　sie　das　so　erzahten：”Wir　brauchen
Geld，　wir　brauchen　Geld　und　feste　Stellen！“Das　ltiuft　nicht　so．　Man　muss　erst　einmal
Vorleistung　erbringen　und　die　Leute　Uberzeugen　von　der　Idee．　Dann　kann　das　klappen、
　　Das　ist　der　Hintergrund，　und　dam　haben　wir　paralle）dazu，　das　ist　sozusagen　der
Aufbauprozess，　und　das　Curriculare　lief　paralleL　das　Konzeptionelle：Was　machen
wir　hier？Diese　Einrichtung　ist　eine　schulergtinzende　Einrichtung．　Dieser　Begriffsagt
es　schon．　Wir　machen　nicht　irgendwie　Tourismus　von　Umwe［tbildung，　es　k6nnen
nicht　Menschen　von　Uberall　her　kommen，　sondern　wir　sind　eine　Institution　fUr　die
R．egierung，　eine　lokale　Einrichtung．　Wir　sind　fUr　die　70　Schulen　in　Marburg　und　im
．Kreis　zust貸ndig、70　Schulen　k6nnen　uns　besuchen．　Unsere　AuftragsbOcher　sind　volL
Wir　k6nnen　nicht　so　viel　machen，　und　es　sol］auch　kein　Mordsbetrieb　hier　sein，　pro
Tag　h6chstens　zwei　Lerngruppen．　Jeder　Besuch　ist　abgesprochen　und　vorbereitet．　Wir
haben　uns　vier　Aufgaben　gestellt．　Jeder，　der　hier　arbeitet，　hat　ein　ganz　pers6nliches
Profil．　Man　kann　nur　gute　Ptidagogikしlm　die　Menschen　herum　aufbauen，　und　deshalb
haben　wir　Leute　gesucht，　die　zu　den　vier　Themen　passen：Wald，　Landwirtschaft，
wasser，　Energie．　Die　mussen　Qualifikationen　haben，　die　mtissen　Ausstrahlung　haben，
die　mUssen　Menschen　begeistern　kdnnen，　junge　Menschen　begeistern　k6nnen　usw．
Und　so　ist　der　Planungsprozess　auch　ver］aufen．　Die　Leute　wurden　altmahl▲ch
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　1991年に、それは新たな開始の年でもありますが、それ以来、様々な他の施設
との共同の、細かな教育内容Eの照らし合わせの段階に入りました，それはまた
まったく特別な課題です，もちろん、自由に環境教育プログラムを作ることはで
きます，r非常にすばらしい提案をすることも可能でしょうtところが私たちが他
の施設と会議や学会を行ったとき、私たちはいつも、居心地が悪い思いをしまし
たtコというのも、私たちは、完全に誰にでも開かれた施設ではない学校や大学と
非常に緊密に連携した施設だからですrこのことは一面では制限ではあると思い
ますが、この制限は私たち社会の現実の描写の一部であり、私たちは社会、人間
の社会を成す人々を相手にした環境教育施設なのです，私たちは社会を生徒たち
と共有しており、私たちはいわば社会の土台作りに参．与しているのですz，こうし
たフロセスはまた学問研究の対象にもなっています，このプロセを通して、どの
ように生徒の意識構造が変化したのかについて、学問的に多くの記述がありまt／t
生徒たちは6年間の学習過程、第二次段階の第5学年から第10学年で、希望す
れば6度ほどこの「環境教育センター」の森林宿舎で生活することができます、
こうした生活を通じて、実際には何が変わったのだろうか、という疑問に多くの
報告で解答することができるのです、
山口 　っまり、ここで重要なのは、学校での教育者との絶えざるっながり、この施設
を訪ねる前の諸々の準備やここでの生活からの影響、生徒たちに影響を与えるよ
うな様々な機会などですね。また、生徒と教育にあたる人々のとの絶え間ない対
話などが重要なのでしょう。
ベルツ　　はい。それらは日常的なことですc学校では、授業の終わった午後に教師がや
　　　　ってきて、翌週に自分たちが行うことの提案をしたりします，
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eingestellt．“’ir　hatten　しlnsere　Raster，し｝nsere　Profile、　und　die　haben　dann　selbst　ihre
，，Rしmden　Tische“．　So　haben　wir　das　genannt．　Es　gab　einen　，，Runden
TischL’LandN“virtschat”t、　Vゾald、　ulld　da　haben　die　ihre　Kooperationspar匡ner　herangeholt
und　die　Padagogikam　Runden　Tisch　geplam．　Da　war　so　viel　Kompetenz　vereint．　dass
es　nicht　schief　gehen　konnte．　Das　ist　im　Nachhinein　eln　genau　richtiger　Allsatz
gewesen．　Davon　bin　ich　Uberzeugt．　Es　war　Neugier　da．　es　war　Energie　da、　ulld　der
Druck　wurde　gr6Ber　auch　da　schon　mit　Energieproblemen　und　Umweltprob［emen．　Es
gab　so　viel　Waldsterben．　in　Deutschland　war　das　ja　ill　den　80er　Jahren　ein　groBes
’Fheiiia．
　　Und　so　Iiefes　dann．　Einerseits　personelLandererseits　praktisch、しmd　das　ftigte　sich
dalm　und　1991、　da　wal・Er6ffllung，　war　das　Meiste　geleistet．　Dann　begann　die
Fehlabstimmung　dessen，　was　hier　passiert，　mit　den　Institutionen．　Das　ist　noch　eillma］
eine　ganz　besondere　Aufgabe．　N4an　kann　natUrlich　fl’eie　Ulnwe｜tbildullgsprogramme
machen．　Man　kann　ganz　tolle　Angebote　machen．　Aber　wenn　wir　Konferenzen　und
Tagungen　mit　anderen　Institutionen　haben，　sagen　unsere　Leute，　wir　fallen　i111mel’
heraus，　wir　sind　nicht　irgendwo　しmd　da　kann　man　hingehen　und　irgendwas　machen，
sondern　wir　sind　ganz　eng　verzahnt　mit　den　Institutionen　Schule　und　UnivL”　rsit　tit、　vor
allen　Dingen　Schule．　Das　ist　einerseits　durchaus　eine　Beschrallkung．　Das　ist　klar．
Wenn　man　lnstitutionen　als　Orientierung　hat，　dann　hat　man　die　Grenzen　auch　mit
hereingenommen，　aber　ich　　sage、　es　ist　ein　　StUck　　realer　Abbildung　　unserer
Gesellschaft，　wir　kriegell　genau　die　Menschen，　die　die　Gese］1schaft　ausmachen、　die
Mehrheitsgesellscha廿．　Die　haben　wir　mit　den　Schαlem．　Wir　arbeiten　am　Fundament
sozusagen．　Und　dann　kむnnen　wirullS　Extras　drumherum　immer　noch　leisten．　Das　war
der　Konsens．　Wir　lassen　uns　daraufein．　wirv，・011en　Schule　verandern，　die　nehmell　wir
emst．　Es　gibt　auch　wissenschaftliche　Begleitung　zu　diesem　Prozess　auch、　darUber
kdnnte　ich　Ihnen　extra　erzahlen、　was　sich　da　ver苞ndert　hat　an　Strukturen　im
Bewusstsein　der　SchUler．　Darauf　k6nnte　man　jetzt　im　Detail　eingehen．　Die　Schtiler
haben　　in　　ihrer　Lernbiographie　sechs　Jahre　｜ang、　in　der　SekLtndarstLLfe　　1、　den
Jahrgallgel15bis　10、　die　M6glichkeit．　das　Jtigendwaldheim　mit　seinen　Angeboten
sechsmal　zu　erleben．　So　verstetigt　sich　etwas，　und　da　stellt　sich　natUrlich　die　Frage：
Was　verandert　sich　tatstichlich？Dartiber　k6nnte　ich　berichten．
Yamaguchi　　　　Also　der　sttindige　Kontakt　mit　leitenden　Personen　in　der　Schule、　die
Vorbereitungen　vor　den　Besuchen、　und　die　Nachwirkungen　und　die　verschiedenen
Gelegenheiten，　wie　das　aufdie　Schtiler　nachwirkt　usw．　Und　die　standigen　Gesprnche
zwischen　den　Schulen　und　dem　Zentrum．
B61ts 　　Ja，　das　ist　der　AIItag　voll　den　Letiten．　Nachmittags　kommen　dann　die　Lehrer　und
besprechen　die　Angebote，　die　wir　nachste　Woche　machen．
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山口 そのように機能しはじめたのは、何年からでしたか。
ベルツ 17、いや18年前、1991年からです。
山日 　それに関して少しお訊ねしたいのですが。このようなすばらしい模範が周知さ
れるようになれば、こうした試みを他の場所で行い、あなたの経験に習おうとす
るような試みがなされるかと思われますtt全体として、ドイツには、他にも同様
の施設やセンターがありますか？
ベルツ　　はい，1995年ぐらいまでには、多くの施設ができていて、ここ10年間でさら
　　　　に増加しており、こうした施設はおよそ、1000を越えています。非常に多種多様
　　　　な施設であり、それらの50％から60％が、自然環境教育に方向づけられていま
　　　　す。私たちに特有なことといえば、私たちは、諸機関の中心で仕事をしているこ
　　　　とです、私の同僚たちはみな、それらの諸機関がどのように機能しているか、熟
　　　　知しています，
山口 機関というのは、学校や大学などのことですね。
ベルツ　　その通りです，それが特殊な点です。おどろくほどに多くの施設があります．
　　　　それらに不足しているものは本来ありません一ここから40kn1ほど離れたビーデ
　　　　ンコプフに教育的生物学センターがあります。マールブルクの植物公園で現在、
　　　　環境教育センターも設立されました．学校所有の農場もまもなくできるでしょう
　　　　非常に多くの新規構想があるのです，、，それらに不足しているものは本来ありませ
　　　　ん。私から言うべきだったのですが、あなたが正しくもご指摘されたように、ど
　　　　の地方自治体、地域社会にも、本来はこうしたセンターがあるべきなのです。別
　　　　様のセンターももちろん認可されていますが、大切なのは、それによって何が達
　　　　成されようとしているのかということです，そして、こうした二とが様々に議論
　　　　されているのです。
山口 　私たちのエコ・フィロソフィの関心からしますと、あなたの今までのお話から、
様々な着想を引きILUすことができます．私にとって最も興味深かったのは、学生
たちの欝積した不満の感情や不満足に対するあなたの取り組みです　こうした苦
難の時代には概して、若者たちの失業などがありますt／若者の多くは、「なぜ我々
は、そもそも現代において学ぶ必要があるのか？」と問うてみることもあるでし
ょうu生きるという根本動機へ自分を向き合わせようとあなたは試みられました。
生きるという根本的動機を言葉や意識へともたらそうとするだけでなく、直接、
実践において確かめようと促がされました。そして実践を通して、現実世界で問
題になること、しかも物質的世界や様々な観点での世界、そして可能的な世界で
問題になること明確になり、政治家や役人がどんな関心のもとで仕事をしている
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Yamaguchi
B61ts
Und　so　funktioniert　es　schon　seit．．．？
17，nein　18Jahren．　Seit　l991．
Yamaguchi　Eine　kleine　Nebenfrage：Wenn　ein　solch　wunderbares　Vorbild　bekannt　geworden　ist，
　　　　　　　　　　dann　gibt　es　doch　sicher　Versuche、　das　auch　anderswo　zu　machen　und　nach　Ihren
　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　Erfahrungen　zu　fragen．　Wie　ist　die　Situation　in　Deutschland　insgesamt？Gibt　es
　　　　　　　　　　tihn］iche　Institutionen　oder　Zentren？
B61ts 　　Ja、　es　gab　bis　l995，　und　das　ist　jetzt　auch　schon　wieder　mehr　als　zehn　Jahre　her、
Uber　tausend　solcher　Einrichtungen，　aber　sie　sind　sehr　unterschiedlich．50　bis　60％
von　ihnen　sind　schon　naturpadagogisch　orientiert．　Das　Besondere　ist，　dass　wir
inmitten　von　Institutionen　stecken．　Alle，　die　bei　uns　arbeiten，　haben　auch　Ahnung　von
Institutionen，　wie　es　funktioniert．
Yamaguchi
B61ts
Yamaguchi
Schule，　Uni　usw，
　　Genau．　Das　ist　das　Spezifikum．　Es　gibt　enorm　viele　Einrichtungen．　Daran　mangelt
es　elgentlich　nicht　Es　gibt　auch　ein　Schulbiologiezentrum　in　Biedenkopf，　etwa　40　km
von　hier　entfernt．　ln　Marburg　der　Botanische　Garten　hat　jetzt　eine
Umweltbildungsschiene　aufgebaut．　Ein　Schulbauemhof　wird　bald　entstehen．　Es　gibt
sehr　viele　Initiativen．　Daran　mangelt　es　eigentlich　nicht．　Obwohl　ich　sagen　muss，　Sie
haben　Recht，　eigelltlich　mtlsste　in　jeder　Kommune，　jeder　Gemeinde，　ein　solches
Zentrum　sein，　Die　Anerkennung　ist　da，　auch　der　anderen　Zentren，　man　muss　nur
immer　unterscheiden，　was　will　man　erreichen？Und　das　sind　dann　verschiedene
Diskussionen．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　Und　hinsichtlich　unseres　Interesses，　der　Oko－Philosophie，　k6nnen　wir　Ihren
El’ztihlumgen　schon　verschiedene　Gedanken　entnehmen．　Am　Interessantesten　waren
ftir　mich　Ihre　BemUhungen　bezUg］ich　des　FrustrationsgefUhls　oder　der
Unzufrledenheit　der　Sch［iler．　Da　steckt　tiberhaupt　in　der　schwierigsten　Zeit－
Arbeitslosigkeit　vOll　Jugendlichen　etc．　da　fragt　man　sich：，，Warum　lernen　wir
Uberhaupt　in　der　modernen　Zeit？’‘Sie　haben　versucht，　sich　selbst　zu　reflektieren
bezUglich　der　Grundmotivation　des　Lebens，　und　das　nicht　nur　zur　Sprache　oder　zum
Bewusstsein　zu　bringen，　sondern　in　die　Praxis　umzusetzen　und　durch　die　praktische
AusfUhrung　allmahlich．　worum　es　geht，　die　Real’ittit　der　Welt，　und　zwar　materiell　und
in　verschiedenen　Hinsichten　und　wahrscheinlich　auch，　wie　SchUler　erleben　mUssen，
unter　was　fUr　Interessen　Politiker　oder　Beh6rden　arbeiten，　so　etwas　kann　man　indirekt
er｜eben　und　danach　denken，　vor　aliem　natUrlich　Energiepolitik　usw．　Das　unmittelbare
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のか、生徒たちがそれに近づき、体験できるような試みをなさいまLた，とりわ
けエネルギー政策や間接的な経済的契機が強力に働いていることも実体験でき
ることにもなります　ここには多くの契機がすでに関与しているわけです．
　改めて私たらはいかにして、環境や社会的関係を共同に工しく構築できるのか
と問うてみるとき、参加している個々の若者たちに、自分が今何をして、何を目
的に生きるのか、という問いに自L1を向き合わせる習慣が根づいていく経過をみ
てとることができます、これは真の意味で、哲学することの開始だと思います
つまりそれは、社会を批判的に考察すること、そして同時にこうした社会のうち
で自らの立場を見出していこうとすることです、このように、自らのうちに生き
ることを実践哲学とみなしうるのではないでしょうか、私はこのことを1一分に追
体験できます．
　そして、さらに、何らかの仕方で、根本的な人間関係がもう一度顧慮される必
要があり、こうしたことが「エコ・フィロソフィ」というタイトルであなたがお
書きになった、「周囲の社会的、自然的環境や人間関係を変えるために、若者た
ちとともに哲学すろこと」をテーマにした書物の出版となったのでしょう。そし
て、現在、あなたは、このプロジェクトをドイツ国内で普及させることだけでな
く、国際的、全世界的に、ロシアやアメリカ合衆国、中国や日本へとさらに拡大
していくという第二の、新たなアイデアをお持ちです、あなたにとって、こうし
た国々はまったく新たな地域、新たな文化だと思われますが、どのようにお考え
でしようか．
ベルツ　　漠然としていますね＝私に何を期待しているのかわかりません、
山口 おそらくあなたにとっても、今一度、全体的な活動を根拠づける良い機会、時
期だと思われます、こうした根本的理念を世界的関係性のうちで試してみるとい
う、そしてこうした試みの背後にいかなる根本的な固有性質が隠されているのか、
そしてこうした根本的理念が国際的文化形式の数多性にいかに適合しうるのか、
こうしたことを考察する時が今なのだと思われますが、いかがでしょうか．
ベルツ 　私が身をもって体験し、作りkげてきた全てのプロジェクトの背景にあるのは、
好奇心といってもいいかもしれません．その意味で、「根本的理念は何か？なぜ
私はそれをするのか？」とあなたが問うのはまったく工当といえます．私にとっ
て、これらの体験は、まったく単純な諸経験だったともいえます。次のグローバ
ルなフロジェクトは、私の年齢ともおそらく関係するでしょう，私が健康のまま
であれば、10年か15年、少なくとも次の5年を考えることができます、そのと
き私は、今の活動の繰り返しに終わらず、まったく新たなものを作れるかもしれ
ません．これは次の段階なのです．
　こうした全体の展開には、あなたのおっしゃる根本的理念や根本的経験が関与
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wirtscha川iche　Moment　kommt　auch　liinein，
　　Darinstecken　schon　so　viele　Ejemente：Wle　k6nnen　wirgellleillsam　unsere　Umwelt，
unserell　sozialen　Zusammellhang，　richtig　aufbauel1？Wenn　man　es　so　betrachtet，　sieht
man　schon　bei　den　einzelnen　beteiligten　jungen　Leuten、　dass　die　Gewohnheit　geweckt
wird，　sich　selber　zu　re　fi　ektieren，　was　ich　jetzt　mache　und　w’arum　ich　Iebe．　Das　ist
schon　in　ech亡em　Sinn　ein　Anfang　zu　philosophieren．　Die　Gesel］　g．　cha　t’t　kritisch　zu
betrachten　und　g｜eichzeitig　die　eigene　Stelle　in　uinserer　Gesellschaft　zu　finden．　So
etrwas　kann　mall　als　praktische　Phiiosophie　sehen－in　sich　leben．　Das　kann　ich　gut
fiachvollziehen．
　　Dann　mt、ssen　irgendwaml　und　irgendwie　die　Grundverbindungen　noch　einmai
reflektiert　werderコ　und　－　sie　haben　NA、，ahrscheirilich　schon　ein　Buch　geschrieben
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
unterdem　Titel　、，Oko－Philosophieren“　beispielsweise．　，、Philosophieren　bei　jしlngen
Leuten，　um　diesozialeしmd　nattii・1iche　Umgebしlng　zu　andern“．　Wie　sehen　Sie　das　jetzt？
Sie　haben　eine　zweite，　neue　Idee，　dieses　Projekt　nicht　nur　innerhalb　Deutschlands
wirken　zしl　lassen，　sondern　es　international，　global，　in　Russland，　den　USA、　China　und
Japan　weiter　auszuprobieren．　Ftii－Sie　ist　das　ein　ganz　neues　Gebiet，　rleue　Kulturen，．．
B61ts Das　ist　ganz　unbestimnlt．　Ich　weiBnicht、　was　mich　erwartet．
Yamaguclli　　Wahrscheinlich　ist　das　fUr　Sie　auch　eine　gute　Gelegenheit　oder　Zeit，　noch　eininal
　　　　　　　　　die　gesamten　BeweggrUnde＿Es　istletzt　die　Zeit、　in　gtobalen　Zusammenhgngen　diese
　　　　　　　　　Grundidee　quasi，，auszuprobieren’‘、　w’as　filr　Grundeigenschaften　hinter　dieser　Frage
　　　　　　　　　stecken，　wie　tauglich　sie　ist　fUrdie　Vielheit　der　internationalen　Kulturfbrmen．
B61ts 　　Das　muss　sich　erst　einmal　zeigen．　Es　ist　wie　bei　allen　Projekten、　die　ich　miterlebt
und－gestaltet　habe，　es　ist　erst　einmal　meine　Neugier．　Und　insofern　fragell　Sie　genau
richtig：Was　ist　die　Grundidee？Warum　mache　ich　das？Es　sind　auch　simple
Erfahrungen，　es　hangt　auch　mit　dem　Alter　zusammen　ich　habe　vielleicht，　wenn　ich
gesund　bleibe、　noch　lO，　15　Jahre　－、　wenigstens　sehe　ich　vor　mir　die　nHchsten　ftlnt－
Jahre．　Da　k6nnte　ich　noch　was　schaffξn、　was　ganz　Neues，　nicht　in　R．outine　Ubergehen
Iassen，　Das　ist　die　ntichste　Phase．
　　Ich　glaube，　es　steckt　eine　Grundidee　oder　Grunderfahrung　dahinter．　Ich　habe　immer
daraufgeachtet，　auch　ill　meinem　eigenen　Leben－wie　meine　Biographie　gelaufen　ist：
Ich　bin　aufeinem　kleinen　Dorfaufgewachsen，　aufeinem　Bauemhof．　Natur－das　war
fUr　mich　nicht　llur　die　romantische　Natur，　sondern　man　lebte　davon、　so　wie　Professor
Honig　das　erzllhlt　hat．　Wirhtitten　nichts　zu　essen　gehabt　zu　Hause，　wenn　meine　Eltern
und　meine　BrUder　nicht　daraufgeachtet　htitten，　dass　alles　gut　ltiuft　im　Jahr．　Und　wenn
Missernte　war，　dann　haben　wir　das　gemerkt．　Tiefe　Grunderfahi・ungen　existentieller
Art＿Ich　habe　eine　harte　Kindheit，　aber　auch　eine　gute　Kindheit　erlebt，　weil　ich　gute
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していると思われます。私自身の人生を振り返ると、次のように言えると思いま
す。私はある小さな村の農場で生まれましたtコ自然は私にとっては空想的な自然
ではなく、人がそれによって生きる自然です。私の両親や兄たちが、一年一年、
しっかり生き抜くことを考えていなかったなら、食べものが家に何もなかったこ
とでしょう。もし不作になったら、私たちは常に生存のことを考えていましたt．
生きるということの深い根本的経験とでもいえましょう／．私は生活の困難な幼少
時代を過ごしましたが、しかし幸福な幼少時代でしたcというのも、善良な人々
とやさしい両親に恵まれたからです、小さなものへの、故郷への信頼はとても大
切です，そうした場面で、故郷という概念がおそらくもう一度取り戻されうるで
しょう、このような人間の基盤が失われ、心のよりどころが欠ければ、広大な世
界と向き合うことはできません、これが私の主張していることです。この地盤を
他に、どこからそうした諸力が生じうるでしょうか．
　世界は今や複雑で、それどころか私は先ほど1カオス」とも言いました一世界
が構造を有するのであれば、私はそれを身につけなければならないでしょう、そ
れは非常に永いプロセスです。つまり、まったく単純でしばしば乱用される1一全
世界的に思考し、地域的に行為する」の背景に、真理にっいての多くのことが隠
されています．次のプロジェクトに関しては、私たちはおそらく共同の活動が可
能でしょう、しかし、そこでは関係の仕方が、まったく別様であると予測してい
ます．こうした関係性に対して私たちのフロジェクトは何を意味するのか、自分
自身をそこに再び見出すことができるか、それは私が体験してきたようなものな
のか、それともまったく別のものなのか、これらに私は強い関心がありますt一
　この問題はコミュニケーションの次元へと関連し、歴史とその諸状況のうちに
あります。事実、これは新たなことです，何かを全世界的に作り上げるという考
えに、現場での現実性が取り入れられねばなりません、これが根本的見解とされ
ねばなりません、もちろん、独裁的なシステムを構築することはないのですから、
議論されるべきは、世界国家が可能かどうか、国連のような機関が再編成される
ことは可能か、あるいは新たな機関が組織されうるのか否かを巡るものになるで
しょう。新たな、再編された機関はいかなる根本的構造を有しうるのか、人間が
生きている現場で、こうした機関は地域といかにして一致されるのか、これは中
央と地方の、全体的世界と具体的な場所の間の弁証法といえましょう、このこと
はよく考えられねばなりません．
　他方、人間は近い範囲で生きる生物です。人間は概観したり、理解して自己の
ものにしたりすることに、限界があります。すべての人間が環境保護に意識的に
なった時に、ドイツの8千万の人間が環境保護に意識的になり行動した時に、全
体として適切なことが行われるということは疑いえないことでしょうか．しかし、
全体になったとき、まったく異なったものになるという可能性はないのでしょう
か。個別的な教育のみ考えれば、それですでに新たな社会や国家が自動的に生じ
ると期待するのは許されないのではないでしょうか。これは教育の限界ともいえ
ましょう。ただ局所的な関係のみ変化させることで、人が生活できるようにする
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Menschen，　gute　Eltern　hatte．　Das　war　ganz　wichtig：Das　Vertraしlen　in　das　Kleine，　das
Heimatliche，　An　der　Stelle　kann　man　den　Heimatbegriff　vielleicht　einma｜nehmen．
Und　ich　glaube，　so　ist　es　auch　bei　Menschen．　Wenn　sie　diesen　FuB，　diesen　Anker　nicht
haben，　dann　k6nnen　sie　sich　auch　nicht　mit　der　groBen　Welt　auseinandersetzen．　Das
ist　meine　These，　Wie　solldas　funktionieren？Woher　sollen　dle　Krtifte　kommen？
　　Die　Welt　ist　so　kompliziert．．，Chaotisch“habe　ich　sogar　gesagt．　Und　wenn　sie
Strukturen　hat，　dann　muss　ich　sie　mir　aneignen．　Und　das　ist　ein　ganz　langei’Prozess．
Das　heiBt，　das　ganz　simple、　schon　oft　missbrauchte．Global　denken，　lokal　handeln“－
darin　steckt　Vieles　an　Wahrheit．　Im　Hinblick　auf　das　Projekt，　das　wir　vielleicht
zusammen　machen：Ich　fahre　ill　der　Gewissheit　dahin，　wo　ganz　andere　Verhaltnisse
sind，　Ich　bin　neugierig：Was　sind　das　fUr　Verhtiltnisse？Finde　ich　mich　da　wieder？lst
da　Uberhaupt　etwas、　das　so　ist，　wie　ich　erlebt　habe，　oder　ist　altes　ganz　anders？
DarUber　haben　wir　gestern　geredet．
　　Das　geht　schon　auf　der　kommunikativen　Ebene　los，　und　in　der　realen　Geschichte
und　in　den　Verhaltnissen，　Das　ist　in　der　Tat　etwas　Neues．　Wenn　so　ein　Gedanke，　etwas
global　zu　gestalten，　dann　muss　es　immerdie　Wirklichkeit　vor　Ort　miteinbeziehen．　Das
ist　erst　einmal　eine　Grunderkenntnis．　Du　kannst　nicht，　wenn　du　nicht　schon　wieder
diktatorische　Systeme　machen　willst－es　wird　ja　diskutiert，　ob　ein　Weltstaat　nicht
einmal　da　ist，　oder　ob　dle　Institutionen　wie　UN　einfach　reformiert　werden，　oder　neu．．、
Welche　Grundstruktur　sollen　die　neuen　oder　re　f（）rmierten　Institutionen　haben？Wie
werden　sie　vereinbart　in　der　Region　vor　Ort，　dort，　wo　die　Menschen　leben？Das　ist　die
Dialektik　von　zentral－dezentral，　vom　konkreten　Ort　und　der　gesamten　Welt．　DarUber
muss　nachgedacht　werden．
　　Wie　man　das　po［itisch　gestaitet，　sozial　gestaltet．　Der　Mensch　isl　ein
Nahbereichswesen．　Er　kann　nur　endlich　viel　Uberschauen．　verarbeiten　und　gestalten．
Das　ist　doch　ganz　klar．　Das　Vertrauen　darauf，　wenn　alle　Menschen　jetzt　6kologisch
werden，　wenn　alle　80　M川ionen　Menschen　in　Deutschland　6kologisch　bewusst　werden
und　alle　was　tun，　kommt　dann　in　der　Summe　das　Richtige　heraus？Ist　nicht　die　Summe
etwas　ganz　Anderes？Muss　nicht　noch　etwas　ganz　Anderes　gedacht　werden　als
Erfahrungen　wUrde　ich　gern　jetzt　aufnehmen．　Und　dann　sind　es　immer　konkrete
Menschen，　Meine　nur　darauf　zu　hoffen，　ich　mache　nur　individuelle　Padagogik，　und
dann　entsteht　schon　automatisch　so　etwas　wie　die　neue　Gesellschaft　oder　der　neue
Staat．　Das　glaube　ich　nicht．　Das　ist　auch　die　Grenze　von　Ptidagogik．　Nur　die　6rtlichen
Verhliltnisse　andern，　so　dass　man　darin　leben　kann，　dann　kriegt　man　hier，　in　den
reichen　Llindern，　einen　fa］schen　B］ick．　Das　ist　schon　einma）klar．　Dann　unterstOtzen
wir　wahrscheilllich　genau　die　Str6mungen，　die　ohnehin　schon　da　sind，　dass　wir
Uberleben　wollen　und　einigermaBen　einen　guten　Wohistand　weiter　haben，　und　dann
wird　es　bei　Nord　ggen　SUd　bleiben．
　　Das　kann　es　nicht　sein．　Deswegen　wollte　ich　auch　gern　in　die　Mongolei，　dass　da
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とするのであれば、それは、豊かな国々における偏見ということになるでしLう，
なぜならそのことで、私たちは、すでに現前する時代の流れ、すなわち、生き延
びて、ある程度の経済的な豊かさを持ち続けたいという流れを支持＋ることにな
るからであり、それでは、北と南の格差と対立は残り続けることになるからです・
　それで、私は、発展途Eであるモンゴルへ行こうとしたのです：tロシアも時と
して、いまだ発展途ヒ国ですし、中国もいまだ70％は発展途上国です，そうした
経験を私は今、吸収したいと思っています，私の経験はこのように、その多くが
個々の人の具体的な人間との関わりに基づけようとします．、20人の友人は必要あ
りません，信頼するに足る2、3人の友人でよいのです，そのときすでに何かが
形になっています．その人と一緒に何かをしたいと思え、私に意欲を起こさせ、
その人と一緒に何かを作りヒげたいと思え、その人から何かが学ぶことができ一
緒に何かができる、そういった人たちを私は求めています。
山口 　サステイナビリティ、つまりエネルギー消費と将来の世代にとっての環境に関
してお聞きしたいのですが。来年の4月にボンでこのテーマに関して国際学会を
行う、とおっしゃいました、あなたは今、サステイナビリティの問題の展開に関
して、全体状況をどのようにみていますか。
ベルツ サステイナビリティに向けての教育に関することですか？
llJ口 ええ、両方ともお願いします。
ベルツ　　両者は、しかし、区別されねばなりません。自分のゼミでも私は両者を区別す
　　　　るようにしています．教育について語る前に、まずもって現実を直視しなければ
　　　　なりません／：私はまず、懐疑的な問いを、現実に向けます。政治学で学んだこと
　　　　をイデオロギー批判へと進めることもできます。「これは、後期資本主義論争に
　　　　おけるどうにか生き延びようとする原則である」と単純に言われもします。サス
　　　　テイナビリティは、現在進行しつつある諸フログラムを政治的に起動にのせ、あ
　　　　る程度信ずるに足る動機の諸力として理解されるように表現する決まり文句以
　　　　外の何ものでもないでしょう。それは「コンテナ概念」です。望むのであれば、
　　　　誰でも何かを収納することができます。
山口 「コンテナ概念」ですか。
ベルツ 　コンテナのように大きな樽です。あらゆるものがその中に片づけられます。サ
ステイナビリティは一種の流行語であり、流行にははやり廃りがあります．批判
理論がサステイナビリティ論に、応用されたりもしました。こうした応用を私は
本を書くことで行いましたが、その本で私は、教育における権威主義的で私と交
わることのない人たちを傷つけたのではなく、批判しました．，私は大御所と呼ば
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auch　wh＾klich　Entwicklungslander　dabei　sind．　Russland　ist　ja　manchmal　auch　noch
Entwicklungsland、　und　China　ist　zu　7⑪％auch　noch　Entwicklungsland＿　Solche
ErfahrLtng　ist，　dass　so　viel　vom　einze］nen　Menschen　abhtingt．　Besonders，　wenn　man
etwas　gestaken　will．　Du　brauchst　nicht　zwanzig，　du　brauehst　drei，　die　wirklich
zuverlassig　sind．　Dann　ist　das　schon　einmal　etwas．　Solche　Menschen　suche　ich
eigent｜ich，　mit　denen　ich　gern　etwas　mache，　die　mich　motivieren、　mit　denen　ich　gem
etwas　gestalten　m6chte、　von　denen　ich　Ierne　und　mit　denen　ich　gemeinsam　etwas
machen　kann，
Yamaguchi　　BezUglich　der　Nachhaltigkeit：Energieverbrauch　und　zukUnftige　Generationen：Sie
　　　　　　　　　　haben　gestern　gesagt、　dass　Sie　n昼chstes　Jahr　im　April　zu　diesem　Thema　in　Bonn　eine
　　　　　　　　　　internationale　Tagung　haben．“ノie　sehen　Sie　jetzt　die　gesamte　Lage　hinsichtlich　der
　　　　　　　　　　Problematik　der　nachhaltigen　Entwicklung？
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Und　der　Bildung　zur　nachhaltigen　Entwicklung？
Ja，　beides．
　　Man　muss　ntimlich　unterscheiden．　Das　mache　ich　in　meinen　Seminaren　auch，　Erst
einmal　die　Wirklichkeit　anschauen，　bevor　mall　Uber　Blldung　spricht．　Also，　ich　fange
mal　skeptisch　an．　Man　kann，　was　man　im　Politikstudium　gelernt　hat，　Ideologiekritik
betreiben．　Man　kann　einfach　sagen：Das　ist　eine　Uberlebensmaxime　geworden　im
Diskurs　des　Splltkapitalismus．　Nachhakigkeit　ist　nichts　Anderes　als　eine　Formel．　um
die　Programme，　die　da　noch　laufen，　die　politisch　aufden　Weg　gebracht　werden，　dass
man　die　einigermaBen　glaubwUrdig　oder　mit　Motivationskraft　versehen　in　die
のびOffentlichkeitstellt．　Es　ist　ein　Containerbegriff．　Jeder　kann　etwas　hineinstellen、　wenn
er　mOchte．
Containerbegriff？
　　Wie　ein　Container，　ein　groBes　Fass．　Man　schmeiBt　alles　rein．　Nachhaltigkeit！Ja，
wunderbar！Du　auch　nachhaltig？Ja！Eine　Mode．　Und　wie　das　mit　Moden　ist：Die
gehen　und　kommen．　Da　vertindert　man　dann　mal　etwas，　es　gibt　qualitatives　Wachstum
oder　irgend　etwas．．．　Also，　man　kann　die　Kritische　Theorie　anwenden　auf　die
Nachhaltigkeitsdiskussion．　Das　mache　ich　in　dem　Buch　auch　und　habe　viele　Leute
nicht　verletzt，　aber　kritisiert，　die　hier　am　Machthebel　in　der　Bildung　sind，　und　desha｝b
gehen　die　nicht　mit　mir　um．　Ich　habe　die　groBen　FUrsten　angegriffen．　Weil　die
Karrieren　darauf　gebaut　haben．　Professoren　geworden，　nur　weil　die　da　jetzt　ganz
groB－ich　will　keine　Namen　nennen－，　insofern　a［so　erst　einmal　die　Grundkritik．　ln
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れる人を厳しく批判しました、1995年の環境問題にかんする私の本でドイツにお
ける環境教育を私は分析し、それを徹底的に批判し、可能的な方向性を示しまし
た，．そしてそれからすぐに、サステイナビリティの展開における教育の新たな諸
形式が生じました。同じ問題が新たな装いをして、別の場面で再び生じていると
いう内的連関、分析の不足を私は明らかにしようとしましたL，こうした議論の次
元に私が純粋に懐疑的であったという意味で、私が本で述べたことのいくつかは
的を射たものでした。私は自分のゼミでいつも、「私たちはまずしっかり、認識
しなければならない」と言っています．
山口 その懐疑的で、批判すべき核になる論点をあげていただけますか。
ベルッ 　次のような事例が引き合いに出されるでしょう，アジェンダ（国際会議）21が
リオで議決されました．、現在、アジェンダ会議21の大がかりなプログラムが実
行され始めています、一世紀にわたる世界の政治的プログラムです、どの国家も
（36条だったと思いますが）、各自治体が各自固有のプログラムを展開させる義
務を負うことになります，このサステイナビリティという原則に応じて、知が規
定されることになります、ここで自治体での実行事例を説明してみましょう。私
たちはここで、アジェンダ21で議決されたことを実施しました。っまりプロジ
ェクトが展開されました。ここでは市民は農場に滞在し、数週間にわたってプロ
グラムを展開します。私は少し懐疑的になっていましたLtつまり、市長や多くの
人々がこうしたフロジェクトを開始するならば、これらの理念のその背後には何
もないということに彼らが抵抗することになろう、と考えていました．この理念
は作りだされましたが、いざそれを実現しようとすると、すぐに言われたことは、
「実現化にはお金が足りない」ということでした。これが典型的な事例です。っ
まりそこでなされているのは、人々を、なにか魅力的に思えることに従事させ、
気分の乗らなさや批判が緩和され、うまく誘導されてしまうということなのです＝
ドイツにおいては実際にそうなっています。しかし、私たちの市長は、これまで
述べた、基礎から方向づけられている私たちのプログラムを明確に計画された地
方行政を通して実施してきています．つまり、経済的後ろ盾を持っプロジェクト
であり、単に考えられただけのプロジェクトではないのです．アジェンダ21の
理念は、現実の基本的民主主義によるのではなく、トッフダウンによるものです［t
しかしながら洗練された手続きによって、とにかく、「君たちはあらゆることを
共同でできますtt君たちは世界を新たに見出すことができますtt君たちはまた実
際、共同で作り上げることができます」という枠組みが示され、そして物質的な
t台が問われるとき、「いいえ、残念ながら今年中にはできません、おそらく来
年中や再来年中にできるでしょう」などと聞かされるのです，こんな風になぐさ
められても、不満は募るばかりなのです、
山口 それでは、サステイナビリティは単なる理論にとどまるのでしょうか，
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meinem　Umweltbuch　von　1995　habe　ich　die　Umweltbildung　ill　Deutschland　analysiert
und　sie　radikal　kritisiert　und　1n6giiche　Offhungen　gezeigt．　Und　ein　bisschen　spater
kamen　dann　die　neuen　Formen　fUr　Bildullg　ill　der　Ilachhaltigen　Entwicklung－anes
neu　und　alles　toller．　Und　ich　habe　versucht，　den　Zusammenhang　herzustellen，　dass
dieselben　Probleme　im　neuen　Gewande　an　anderer　Stelle　w．ieder　auf廿eten　werden－
eine　Defizitanalyse．　Und　das　hat　elnige　get　ro　ffe　n．　Insofern　bin　ich　erst　einmal　reinauf
der　Diskursebene　skeptisch．　Ich　sage　in　meinen　Seminaren：”Wir　mUssen　erst　einmal
erkennen．．．‘L
Yamaguchi
　　　　＞
K6nnen　Sie　skeptische　kernhafte　Punkte　nennen？
Bdlts 　　　Skepsis，　Kritk．．．　Man　kann　ein　Beispiel　herausnehmen：die　Agenda　2］，die　in　Rio
beschlossen　wurde．　Jetzt　wurde　aus　diesem　Riesenprogramm　des　21．Jahrhunderts　ein
pontisches　Weltprogramm．　Jeder　Staat　hatte　die　Verpflichtung（in　Paragraph　36　ist
das，　glaube　ich），　dass　jede　Kommune　ihr　Eigenprogramm　entwickelt．　Entsprechend
den　Maximen　der　nachhaltigen　Entwicklung　wurde　ein　Wissen　definiert，　und　jetzt．．．
Ich　k6nnte　jetzt　ein　Beispiel　dieser　Kommune　erlautern．　Wir　haben　hier　eine　der
Er6ffnLingsveranstaltungen　fUr　die　Agenda　21　ftir　die　Kommune　gemacht．　Es　wurden
Projekte　entwickelt．　BUrger　haben　hier　aufdem　Hofgesessen，　und　wochenlang　haben
die　Projekte　entwickelt．　Ich　hatte　meine　Skepsis　schon　im　Hinterkopf，　aber　ich　dachte，
wenn　der　BUrgermeisterしtnd　so　viele　Leute　sich　auf　den　Weg　machen，　dann　wird
Potentia［da　sein，　dass　die　Leute　versuchen　werden，　sich　dagegen　zu　wehren，　dass　aus
ihren　Ideen－das　war　mir　klar－dann　hinterher　nichts　wird．　Die　haben　Ideen
produziert，　Lmd　als　es　an　die　Realisierumg　ging，　da　wurde　gesagt：，Ja，　dafUr　haben　wir
aber　kein　Geld，“Das　war’s．　Es　war　ein　Venti1，　die　Agenda　21in　vielen　Gemeinden．　Es
gibt　eill　paar　positive　Beispie］e．　So　ist　es　nicht！Aber　das　war　der　Mainstream：Lasst
die　Leute　wieder　irgendwo　sich　mit　etwas　beschaftigen，　was　attraktiv　klingt　und　wo
Unlust　und　Kritik　aufgefangen　und　kanalisiert　wird，　Und　bei　uns　ist　es　real　so
．g．elaufen．　Wenn　der　Btirgermeister　heute　abend　da　sein　sollte，　k6nnen　wir　ihm　das
auch　so　sagen．　Der　hat　aus　diesem　wunderbaren，　basisorientierten　Programmset　hat　er
seine　ohnehin　schon　vorgesehene　Gemeindepolitik　gemacht．　Das　helBt，　die　Projekte，
die　hinterher　finanziert　wurden，　waren　nicht　die　Projekte，　die　hier　gedacht　wurden．　Es
war　keine　reale　Basisdemokratie，　sondem　es　war　ein　Topdown．　Aber　mit　raffinierter
Verfahrensweise，　erst　einmal　eine　groBe　Offnung　andeutend：．lhr　kdnnt　alle
mitmachen，　Ihr　k6nnt　dle　Welt　neu　erfinden，　Ihr　k6nnt　auch　wirklich
mitgestalten．“Und　als　es　an　die　materiellen　Grundlagen　ging，　wurde　gesagt：，，Nee，
geht　leider　nicht．　Dieses　Jahr　nicht，　vielleicht　nachstes，　Ubernachstes　Jahr“usw，　Die
wur（len　vertr6stet，　und　so　ist　viel　Frustration　entstanden．
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ベルツ　　そこでは、実施に至ることは、何もありませんでした．現実のフロジェクトに
　　　　参加する前に、その提案は今誰によって何を目的としなされたのか、にまずは関
　　　　心をもつことを私は提案します．理念を与える人や展開させる人にたいする懐疑
　　　　です，実際には何が望まれているのか、ということです、「持続可能な発展」と
　　　　いう美辞麗句だけでは、まったく足りません、信懸性を事細かに精査するべきで
　　　　す．っまり、自分がそうしたプロセスに関与することで何が起こりうるのか？そ
　　　　こから何が実現可能なのか？その背後にはいかなる関心があるのか？宣伝のた
　　　　めの美辞麗句にすぎないのではないか？＿などです＝イデオロギー批判は抽象の
　　　　高次元で表現されるものであり、その試みとは、すっかり病んでしまった目二会の
　　　　病の兆候を明確に孤立化させろことです
山口 あなたは来年、サステイナビリティ批判を会議で展開なさるのですか、
ベルツ　　いいえ、そうしたことをするつもりはありません、もし私たちに十分な時間が
　　　　あれば、こうした問題についても語り合うべきだ、と言っただけです。私たちは
　　　　幻想を打ち砕くべきです。幻想が多すぎます。人はあまりに多くの希望を持ちす
　　　　ぎです、もしどの道も開かれているのであれば、そのとき私は、すべての道を歩
　　　　むカは持ち合わせていません．t私は多くを学んできたのですから、それが何かを
　　　　もたらすのか否か、批判的にものごとを見るのでなければなりません，サステイ
　　　　ナビリティは、現在、政治学の主流だと思います，しかし、私たちは持続的に発
　　　　展しうる社会に住んでいるわけではありません，このことは証明可能ですTとい
　　　　うのも、根本的システムが適正とはいえないからです。産業システム、経済シス
　　　　テム、経済の領域における人間と自然の関係、これらが根本的構造から見直され
　　　　るべきです．／産業システムこそが政治システムの支柱であり、文化政治的諸現象
　　　　はそれに支えられた諸現象でもある、と私は思っています、
稲垣 　サステイナビリティの諸現象に関しては様々な議論があります、それらはむし
ろ、実践的に方向づけられているとして、他方で多くの哲学者はむしろとても理
論的に取り扱っています。例えばあなたは、サステイナビリティがいかにして厳
密に定義されうるのか、議論され、哲学者は、堅固なサステイナビリティと緩1曼
なサステイナビリティの区別があるのか、などについて議論されています，それ
にもかかわらず、こうした議論は世界を変えることはできず、ただ議論が繰り返
されるのみです，単なる議論には、世界を変えるような力はないように思えます。
u」口 　議論している人々はそれほどにものごとを考えていませんか？彼らは、自分た
ちが考えていることが現実と関係するか否かについて熟慮していないのでしょ
うか？サステイナビリティの不十分に根拠づけられた定義のみに傾注する必要
があるのでしょうか？定義が実践のうちで有効であれば、こうした定義の助力で
活動することも可能でしょう。とはいっても、これら全ての諸理論は、実践的な
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Yamaguchi
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Also　ist　die　Nachhaltigkeit　reille　Theorie　geblieben．．．
　Es　ist　ein白ch　mchts　umgesetzt　worden．　Ich　empfehle　auch，　bevor　man　sich　mit
realen　Projekten　beschaftigt：KUmmert　euch　erst　einmal　darum，　wer　was　jetzt
vorschlagt．　Skepsis　gegenUber　den　Ideengebern，　Programmentwicklern．　Was　woUen
die　wirklich？　Die　sch6rie　Formel　，，Nachha｜tige　Entwicklung　－　Sustainable
Development‘L－das　allein　reicht　nicht．　Du　musst　die　Glaubwtirdigkeit　von　A　bis　Z
tiberprUfen：Was　kann　passieren，　wenn　du　dich　aufdiesen　Prozess　einl　td　g．　st？Was　kann
daraus　werden？Welche　Interessen　stecken　dahinter？Ist　das　llur　eine　sch6ne　Form　von
Publicity　machen＿　Ideologiekritik　ist，　aufeiner　hochabstrakten　Ebene　ausgedrUckt，
der　Versuch，　dass　eine　Gesellscha　ft，　die　zutiefst　krank　ist、　ein　Symptom　isoliert．
WUrden　Sie　nachstes　Jahr　eine　Veranstaltung　Uber　Kritik　an　der　Nachhaltigkeit
machen？
　Nein、　das　wUrde　ich　nicht　machen，　Ich　sage　nur．　wenn　wir　eine　Woche　Zeit　haben、
dann　mUssen　wir　dartiber　auch　reden．　Wir　mUssen［｜lusionen　zerst6ren．　Es　gibt　zu
viele　Illusionen．　Die　Menschen　haben　zu　viele　Hoffhungen．　Das　ist　inirja　selbst　so
gegangen．　Wenn　ich　aufjeden　Zug　aufgesprullgen　ware，　hZatte　ich　die　Kra　ft　nicht　mehr．
Ich　habe、　wen　ich　einigermaBen　gelernt　habe，　kritisch　zu　gucken：Bringt　das　was，
oder　bringt　das　nichts？Will　man　mich　wieder　fUr　was　benutzen．　oder　nicht？Und　das
ist，　glaube　ich，　die　Mainstream－Politik．　Und　wir　leben　in　einer　nichtnachhaltigen
GeselIschaft．　Das　glaube　ich　nachweisen　zu　k6nnen，　Weil　die　Grundsysteme　nicht
stimmen．　Das　　Wirtschanssystem、　das　6konomische　　System，　das
Mensch－Natur－Verh員ltnis　im　6konomischen　Bereich　von　der　Grundstruktur　her　muss
neu　gedacht　werden．　Und　ich　glaube　schon、　dass　das　Wirtschaftssystem　ein
Grundpfeiler　neben　dem　politischen　ist，　und　dass　die　kulturpolitischen　Phanomene
dann　doch　Uberbauphanomene　sind．
　Es　gibt　verschiedene　Diskussionen　Uber　das　PhHnomen　der　Nachhaltigkeit．　Sie　sind
bestimmt　sehr　praktisch　orientiert，　aber　viele　Philosophen　sind　eher　theoretisch
ausgerichtet．　Sie　diskutieren　z．B．　darUber，　wie　die　Nachhaltigkeit　streng　definiert
werden　kann．　Gibt　es　harte　Nachhaltigkeit　oder　san　fte　Nachhaltigkeit？Trotzdem
k6nnen　sie　die　Welt　nicht　verllndern，　nur　diskutieren，　aber　die　reine　Diskussion　hat
keine　Kra　ft，　die　Welt　zu　ver員ndern．
Yamaguchi　K6nnen　solche　Leute　so　dumm　sein？Denken　sie　nicht　darUber　nach，　ob　das，　was　sie
　　　　　　　　　denken，　mit　der　Wirklichkeit　zu　tun　hat？Warum　bemUht　man　sich　nur　einseitig
　　　　　　　　　gestUtzt　aufdie　Definition　der　Nachhaltigkeit？Wenn　die　Definition　in　der　Praxisvon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99
東洋大学「エコ・フィロソフィ」　ドイツ・フランス哲学者インタビュー集
意味を持たねばなりません，こうした諸理論が実践的有用性への考慮なく展開さ
せられたらナンセンスです。理論の実効力は実践でもっていかにして検討しうる
のでしょうか？理論への真理基準などあるのですか？全ての哲学者がそのよう
におろかだとは、私には思えません，
稲垣 しかしながらそのような論文は年々増加していますが，
ベルツ 　少し意見を述べてみたいのですが。私は多くのことを話し、あるイデオロギー
を示したのかもしれません。あなた方にお願いしたいのは、私にも批判的に接し
てくださいということです．つまり、あなた方が懐疑的に感じられたなら、その
ことをどうぞおっしゃってください一
　では、次のような慣用的な定義から始めましょう。それは、農地が告げ知らせ
るものに起源は発するということ、つまり哲学的にこうしたことが理解され定式
化される限りでそうであること、私たちの生の連関の形成のためにその限りでの
み消費すること、少なくとも自然的な生の十台は脅かされることがないので、次
の世代は自らが選択できる権利を有するということ、これら全てのことを私たち
は知っているというものです。これらはまさに、農地が告げ知らせる根本的理念
です。つまり社会システムの尺度の規準といえるのです。そしてただこうした根
本的定義によってのみ、私たちは今や社会に取り組み、こうした現在の社会が持
続可能だとは認められないということなのです。これは、実に単純なことなので
す、こうしたことは数で示されます．Jこの社会はその士台からして根本原理的に、
持続可能だとはいえないのですnここから私たちは開始するべきであり、サステ
イナビリティを期待し、その概念を信じ、それを少し実践に活用しようとするこ
とで、私たち全てが正しい道を歩んでいると信じることから開始すべきではあり
ません。私たちはIEしい道を歩んでいるわけではないのですttこうした船は、操
舵者や操縦者が舵を変えなければ、いわば小川を越えて大混乱へと突き進みます、
したがってとにもかくにも川筋が見極められねばならず、操縦仕方などの船その
ものが見極められねばなりません。それによって、方向転換が可能になります．
このことはシステムにも妥当します　リオ会議で特筆すべきことは、－1972年に
ストックホルムで最初の大規模な会議が開催され、環境が議題に上ったのですが
一1992年には環境会議ではもはやなく、経済発展のための会議となってしまいま
した。これは決定的な相違点です。その際にr解されたのは、一あなたがまさに
この会話の前置きでおっしゃったことでもあるのですが一自然は確かに破壊され
ているのですが、自然が破壊される原因は自然にあるのではなく、人間のうちに、
自然への人間の関係のうちにあるというものです．これは個人的、個別的関係だ
けでなく、社会的関係です。いかにしてこのような大混乱の現象に至ってしまっ
たのか、注視しなければなりません。これは政治的イデオロギーと歴史です。い
かにして文化が自然と関わったのかが証明されねばなりません。そこからサステ
イナビリティの議論が開始されうるのです。この限りで、自分の主張は、自分の
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Nutzen　wtire，　dann　k6nnte　man　mit　ihrer　Hilfe　arbeiten．　Aber　alle　solche　Theorien
mUssen　doch　einen　praktischen　Sinn　haben．　Wenn　jemand　solche　Theorien　ohne
RUcksicht　auf　den　praktischen　Nutzen　entwickelt－das　ist　doch　B16dsinn！Wie　kann
man　　die　　Theoriefahigkeit　mit　der　Praxis　UberprUfen？　　Wo　　gibt　es　ein
Wahrheitskriterium　fUr　eine　Theorie？lch　kann　andererseits　nicht　glauben，　dass　alle
Philosophen　so　bl6d　sein　k6nnen．
InagakiAber　die　Anzahl　an　solchen　Abhandlunge田liMMt　doch　immer　zu．．．
B6｜ts 　　Ich　wollte　eine　kleine　Anmerkung　machen．　Ich　erzahle　vie｜．　und　vielleicht　vertrete
ich　ja　auch　eine　Ideologie．　Ich　wUrde　Sie　bitten，　dass　Sie　auch　mit　mir　kritisch
umgehen，　also　wenn　sie　Skepsis　spUren，　dass　Sie　mir　das　auch　sagen．
　　Also，　erst　einmal　zur　landltiufigen　Definition：Wir　wissen　alle，　dass　der　Ursprung
aus　dem　Grundlandbericht　kommt，　also　insofern　ist　das　auch　philosophisch
nachzuempfinden　und　auch　zu　formulieren，　dass　wir　zur　Gestaltung　unserer
Lebensverhaitnisse　IILIr　so　viel　verbrauchen、　dass　zumindest　die　natUrlichen
Lebensgrundlagen　nicht　gefllhrdet　werden，　sodass　die　nachste　Generation　eigene
gew5hlte　Optionen　hat．　Das　ist　ja　im　Grundlandbericht　eine　Grundidee．　Und　von
daher　wi’re　es　ja　gut、　Das　wtiren　namlich　Messkriterien　fUr　Gesellschaftsysteme，　Und
allein　damit，　mit　dieser　Grunddefinition，　gehe　ich　nun　an　unsere　Gesellschaft　heran
und　stelle　fξst：Diese　Gesellschaft　ist　nicht　nachhaltig．　Das　ist　doch　ganz　einfach！Das
kann　man　Init　Zahlen　belegen．　Die　ist　in　den　Grund　fe　sten，　in　den　Grundprinzipien
nicht　nachhaltig．　Damit　fangen　wir　an．　tJtld　nicht　damit：Wir　w’ollen　alle
Nachhaltigkeit，　und　jetzt，　indem　wir　an　Begriffe　glauben　und　davon　so　ein　bisschen
umsetzen，　glauben　wir　alle，　w’ir　sind　auf　dem　richtigen　Zug．　Wir　sind　nicht　auf　dem
richtigen　Zug．　Wir　sind　aufdem　fatschen　Zug．　Und　dieses　Schiffgeht　sozusagen　den
Bach　hinunter，　in　die　Katastrophe，　wenn　nicht　das　Ruder　bzw．　das　Steuer　umgelenkt
wird．　Also　muss　ich　erst　einmal　den　Flussiauf　kennen，　ich　muss　das　Schiff　kennen、
wie　man　ein　Schiff　bedient　usw．，　so　dass　ich　es　umsteuern　kann．　Und　dann　kann　man
hineingehen　in　die　Systeme．　Was　gut　ist　an　der　Rio－Konfξrenz□972　war　ja　die　erste
．g．　ro　Be　Konferenz　in　Stockholm，　da　ging　es　noch　uln　Umwelt，　und　l992　war　es　keine
Umweltkonferenz　mehr，　sondern　eine　Entwicklungskonferenz．　Das　ist　der
entscheidende　Unterschied．　Die　haben　begriffen－Sie　haben　ja　bei　lhrer　Einleitung
vorhin　gesagt，　die　Natur　ist　geschtidigt，　aber　die　Natur　ist　nicht　die　Ursache　dafUr、
dass　sie　geschadigt　ist，　das　sind　die　Menschen，　ihr　VerhRltnis　zu　dieser　Natur．　Und　es
sind　nicht　nur　persむnliche，　individueHe　Verhaltnisse，　es　sind　gesellschaftliche
Verhaltnisse．　Und　da　muss　man　gucken，　wie　es　zu　diesen　Katastrophenerscheinungen
kommen　konnte．　Das　ist　politische　Ideologie　und　Geschichte．　Da　muss　man
nachweisen，　wie　eine　Kultur　mit　der　N　atur　umgegangen　ist．　Da　k6nnte　man
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実践と反することになるのかもしれません，人々に何かをさせることだけを問題
とし、多くの実践を強いることに私は、多くの意義を認めません，実践的になる
ことにやりがいを感じることは何であるかを熟慮せねばなりません，こうしたこ
とは、単に実践に向かうことではなく、まずもって、反省なのです．t
山口 　ここでお聞きしたいのですが、あなたはこ著書で、サステイナビリティの理論
家を批判なさいました．生産的な反批判はありましたか？
ベルツ　　公開の文章化はされてはいませんがあります、、それは、ベルリンのある教授で
　　　　サステイナビリティの教育分野で重要な人物ですp彼はサステイナビリティ委員
　　　　会や評議会、ユネスコなどのあらゆる委員会に属していて、私は彼を経歴や文献
　　　　から知りました。彼は以前は、大変、批判的な考察を進めていましたvこの本で
　　　　私は彼を引用しました、彼自身に属するいくつかのヘージを彼に突きつけました／：
　　　　「かつてあなたはこうおっしゃったが、現在あなたはこんなことを言っている
　　　　これは矛盾ではないか」。以前の立場に彼はもはや戻りたいとは思っていません。
　　　　距離のある拒否のみで、開かれた議論はありませんでした。このことを私はなお
　　　　大げさに展開したいわけではありません。しかしながらある教育が主流の教育へ
　　　　と堕落するのならば、それはもはや良い教育ではないでしょうcこうした教育は
　　　　確かに受け入れられ、至るところで顔をだそうとしますが、もはや肉に刺さる棘
　　　　ではありえません，教育は本来、肉に刺さる棘でなければならず、この社会がそ
　　　　うあるようにある限りで、そのような批判的な教育であるべきです。もし多くの
　　　　島々があり、希望に満ちた兆しがあり、それが将来展開しうるように見て取るこ
　　　　とができるなら、よいのですが。
　　　　おそらく私は弧を描くようにして、大学のカリキュラムへの理論的枠組みに至
　　　ったといえますc私はここで、三つか四っの支柱を築きました。あるゼミは研究
　　　ゼミナールであり、そこで私たちはこの三つの支柱を体系的に考察し、振そこか
　　　ら研究の開始を展開させようと試みています。それらのうちの一っをあなたがた
　　　に簡単に述べようと思います。私はこの試みを、幾何学的形態を通じて行いまし
　　　た．というのもそこに理論が構造化され秩序化されるからです。内容の次元にか
　　　んしては、非常に単純だと私は思いますが、人間一自然・社会という三角形の構造
　　　では、もはや今日、何の問題も議論されず、解消されることもありません．これ
　　　は私の根本的な三角形ですT．こうした三角形に、とにかく私は自分のテーマを構
　　　築し据えましたtコ「人間と自然の関係、人間と社会の関係において、いかにして据
　　　えられうるのか」、というのが体系的な問題提起で、そこから私のゼミでは探究さ
　　　れます。これは内容の次元でしょうf，
　　　　教育の次元も私は三角形でとらえますcあらゆる教育に動機づけが関係します．
　　　主流の教育学においても、たいてい与えられる単純な動機づけにもとついてなさ
　　　れるように、授業やゼミでは、まずは、学生は、席に着いていて、そこにいるか
　　　いないかで動機を表明しています，しかしそれ以上のことは現れていません，彼
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Nachhaltigkeitsdiskussionen　beginnen．　Ich　rede　insofern　ein　bisschen　gegen　meine
eigene　Pra－x　is．　Ich　halte　nichts　davon．　Leute　nur　zu　beschaftigen，　danlit　sie　unbedingt
viel　Praxis　machen．　Sondern　sie　sollen　gut　Uberlegen，　wo　es　sich　lohnt，　praktisch　zu
werden．　Das　ist　etwas　Anderes．　Das　ist　erst　einmal　R．efiexion．
Yamaguchi　　Da　m6chte　ich　nachfragen，　Sie　haben　die　Theoretiker　der　Nachhaltigkeit　kritisiert
in　Ihrem　Buch．　Gab　es　da　produktive　Gegenkritik？
B61ts 　　Es　ist　nicht　offen　formuliert　worden．　Der　xy，　Professor　in　Berlin　und　wichtige
Person　im　Bereich　Bildung　fUr　nachhaltige　Entwicklung．　der　ist　in　der
Nahhaltigkeitskolllmission，　Nachhaltigkeitsrat，　UNESCO－Uberall，　und　ich　kenne　ihn
aus　seiner　Biographie　und　Literatur．　Der　hat　vorher　einmal　so　kritisch　gedacht，
frUher！Wenn　ich　Ihnen　das　zeigen　wi’rde！ln　dem　einen　Buch　habe　ich　ihn　zitiert．．．
Seine　eigenen　Zeilen　habe　ich　ihm　vorgehalten．，，Das　hast　du　mal　gesagt，　und　heute
machst　du　das！Wie　passt　das　zusalnmen？tc　Dahin　wollte　er　aber　nicht　mehr
zurOckkehren．　Immer　Ablehnung　aufDistanz，　keine　offene　Diskussion．　lch　w川das
auch　gar　nicht　dramatisieren．　Aber　wenn　eine　Ptidagogik　zur　Mainstream－Padagogik
verkommt，　dann　ist　sie　keine　gute　Padagogik　mehr．　Sie　ist　zwar　angenommen、　tlbera11
mischt　sie　mit，　aber　sie　ist　nicht　mehr　Stachel　im　Fleisch．　Aber　eigentlich　m臼sste
Bildung　ein　Stachel　im　Fleisch　sein，　mUsste　kritische　Padagogik　sein，　solange　diese
Gesellschaft　so　ist　wie　sie　ist．　Und　es　ware　sch6n，　wenn　es　mehrere　Inseln　gabe．　und
es　gibt　hoffnungsvolle　Anstitze，　das　glaube　ich　schon，　wo　mall　dann　ablesen　kann，　wie
es　laufen　kann　in　der　Zukun　ft．
　　Vielleicht　kaml　ich　so　den　Bogen　schlagen，　dass　ich　aufdie　theoretische　Schlene
komme，　fUr　mein　universitares　Curriculum，　Das　habe　ich　auf　drei．　vier　Pfeilern
aufgebaut．　Es　gibt　ein　Seminar，　ein　Forschungsseminar，　da　re　tl　ekti　eren　wir　diese　drei
Pfeiler　systematisch　und　versuchen，　daraus　Forschungsansatze　zu　entwickeln．　Das
Eine　kann　ich　Ihnen　ganz　kurz　schildern．　Ich　habe　das　mit　geometrischen　Figuren
gemacht，　weil　man　daran　strukturieren　und　ordnen　kann．　Aufder　inhaltlichen　Ebene，
ganz　simpel，　meine　ich，　kann　heute　kein　Problem　mehr　diskutiert　und　gel6st　werden、
wenn　nicht　in　dem　Dreieck　Mensch－Natur－Gesellschaft．　Das　ist　meinGrunddreieck．
In　diesem　Dreieck　konturiere　bzw，　platziere　ich　erst　einmal　mein　Thema．　Wie　ist　es
dort　zu　platzieren？In　welchem　Verhaltnis？Mensch－Natur－Beziehung，　Mensch－
Gesellschaft－Beziehung．　Das　sind　systematische　Fragestellungen，　und　danach　sind
meine　Seminare　auch　ausgesucht．　Das　wlire　die　inhaltliche　Ebene．
　　Die　padagogische　Ebene　habe　ich　auch　in　ein　Dreieck　eingefangen．　Bei　a．11er
Padagogik　geht　es　um　Motivation．　Wie　mache　ich　aus　elner　einfachen　Motivation，　die
meist　gegeben　ist　durch　Mainstream－Verlautbarungen，　wenn　ich　einen　Kurs　mache
oder　ein　Seminar，　sitzen　da　die　Studenten．　Damit　dokumentieren　Sie，　sie　sind　hier　und
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らは単純に動機づけられているのです。彼らは私にある機会を与えますt一ここで
は、大学に限りましょう、学生は何をそこで期待しているのでしょうか、彼らは、
自分がさらに動機づけられていくような知の機関における認識を期待していま
す。しかし彼らは知を、今までに自分たちが到達した以上に展開することを期待
しています。それゆえ私はここで、単純な認識と堅固な認識を区別します，エコ・
フィロソフィにおける堅固な認識とは何か、とここで問うこともできるでしょう．
自分をまったく新たに開拓し、開発する堅固な認識とはいったい何なのでしょう
か，単純な認識はいかにして堅固になるのでしょうか、それは、堅固な認識でも
って可能になる、などなどです。そこで、稲妻のように襲い繰る何かが生じます、
集中的に、静観して関わるうちに、やっと分かったのです．動機づけと認識、そ
して三番目の支点は経験ですt、大学は経験の貧しい施設です一
稲垣 実践ということで、実践的経験を考えていらっしゃるのですか？
ベルツ　　私はまずもって実践と言ったのではなく、すべての経験と申しました、すべて
　　　　の人間は、知覚するなどして日々経験を重ねています。これはたわいのないこと
　　　　ですが、この経験の背後にはいつも、何かが埋まっています、至るところで経験
　　　　が必要とされています。「実践的なことをしたいのです」と学生がいうとき、私
　　　　は、「何をしたいのですか？いったい何があなたに、動機づけや認識をさらにも
　　　　たらすのですか？どんな経験ですか？」と尋ねます。真の確かな世界、現実の世
　　　　界を探すこと、それは、疎外化された経験自体に備わっているのです。その現実
　　　　性から遠く離れている人は、つねにある欠損を感じます．そのような人は大地に
　　　　両足を降ろしていません。なんとなく浮ついていて、それでこそ、いつも経験と
　　　　いうものを何らかの仕方で求めています，私がいつもいうのは、「あなたにとっ
　　　　て、そして私たちすべてにとって、どのような実践が有意義か、大雑把に言えば、
　　　　いったい何が世界を変えるのか」ということです，単純な経験は誰でも日々する
　　　　といえるでしょう。お互いにどのような経験をしてきたのか、と意見交換もでき
　　　　ます．．私は、このことを単純な感受性を高めることとなずけ、構造的な感受性の
　　　　高まりと区別しますL．私の本でこれが一っの中心カテゴリーだったのですが、構
　　　　造的感受性は人問の内部に深く入り込み、とりわけ認識に入り込んでいます，表
　　　　面にとどまるような感受性は、多くの場合、弱りきっています。こうした感受性
　　　　はいわば文化の主流に漂い、何らかのことがなされたりしますが、多くの場合、
　　　　そのような人は、何もしません。その人がなさねばならないのは、実は、突破な
　　　　のです。問題内在的な自己の個人的、人間的、経歴的な感受性へと突き進まねば
　　　　なりません、こうして、気候変動といった問題に対して、何をすべきか、これは
　　　　自分とどう関わるのか、自分の問題なのか、これは、本当に私たちの問題なのか、
　　　　それとも私たちはそれを語っているだけなのか、と問うことになります．
　　　　教育的三角形の第三の支点は、良い実践です［／良い実践とは何でしょう？このこ
　　　とを私たちは何らかのものとするのでなく、十分に考えなければなりません。私
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川cht　da．　Aber　mehr　nicht．　Sie　sind　einfach　motiviert。　Sie　geben　mir　eine　Chance．　Und
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞
das　ist　nun　spezifisch　fUr　Universitat：Was　erwarten　sie　jetzt？Sie　erwarten
Erkenntnisse、　und　das　hl　einer～Vissensinstitution、　deren　Wissen　sie　weitermotiviert，
aber　den　sie　Uber　den　Stand．　den　sie　bisher　erreicht　haben，　erweitern．　Deswegen
unterscheide　ich　auch　da　einfache　Erkenntnisse　und　starke　Erkenntnisse，　Vゾas　sind
starke　Erkennmisse　in　der　Okophilosophie？，　k6nnte　man　jetzt．fragen．　Was　sind
eigentlich　starke　Erkenntnisse．　die　mich　ganz　neu　erschlieBen、　au｛’schlieBen？　NN’ie
werden　aus　einf這chen　Motivationen　starke？Das　kann　mit　dem　starken　Erkenntnis．．，
Da　kam　der　Blitz1　Da　habe　ich　das　endlich　einmal　gemerkt！lndem　ich　mich　intensiv
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
und　in　Ruhe　einmal　dalnit　beschti　ftigt　habe．－Motivation，　Erkenntnisse，　und　der　dritte
Pfeiler　ist　Erfahrung．　Und　die　Universittit　ist　eine　erfahrungsarme　Institution．
1nagaki Sie　meinen　Praxis，　praktische　Erfahrungen？
B6］ts 　　lch　sage　erst　einmal　nicht　Praxis，　sondern　alle　Erfahrungen．　Alle　Menschen　erfahren
Tag　fUr　Tag、　nehmen　wahr　usw．　Das　ist　harmlos，　aber　dahinter　steckt　etwas．　Und
Oberall　wird　Erfahrung　gef6rdert．．，Ich　w川doch　was　Praktisches　machen．“Ich　sage：
，．Was？Was　bringt　dich　denn　jetzt　weiter　fUr　deine　Motivation　und　fUr　deine
Erkenntnisse？Welche　Erfahrung？“Wir　k6nnen　inszenieren．－Die　Suche　nach　der
echten，　authentischen　Welt，　der　realen　Welt　ist　angelegt　in　der　Entfremdung　selbst．
Der　Mensch，　der　so　weit　davon　weg　ist，　sptil’t　einen　MangeL　Man　hat　die　FUBe　nicht
auf　dem　Boden．　Man　schwebt　irgendwie，　und　deswegen　immer　die　Suche　nach
Erfahrung　irgendwie．　Und　ich　sage：”Wir　wollen　erst　einmal　erkennen，　welche　Praxis
sinnvoll　ist　fUr　dich　selbst　und　fti　r　uns　alle、　und　was　vielleicht，　grob　gesagt，　die　Welt
vertindert．　Einfac・he　Erfahrung　hat　jeder　しmd　macht　jeder　Tag　釦r　Tag，　und　darUber
kむnnen　wir　reden．　Mit　welchen　Erfahrungen　kommst　du？Und　man　tauscht　sich　aしls，
Ich　nenne　das　eine　ehlfache　Sensibilisierun9，　zu　unterscheiden　von　der　struktui’ellen，
Die　strukturelle　Sensibilisierung－in　meinenl　Buch　ist　das　eine　zentrale　Kategorie－，
geht　ganz　tief　hinein　in　den　Menschen，　dann　auch　gerade　in　Erkenntnissen，　Die
Sensibilisierung，　die　auf　der　Oberfl　tiche　bleibt，　wird　mitgenommen．　Die　schwimmt
sozusagen　auf　dem　Mainstream　der　Ku］tur，　und　damit　wird　was　gemacht．　Du　machst
nichts．　Du　musst　das　durchstoBen．　Du　musst　zu　deiner　eigenen，　menschlichen，
biographischen，　die　drinsteckt　in　einem　Problem－deswegen　Klimawande｜：Was　tun？l
Was　hat　das　eigentlich　mit　dir　wirklich　zu　tun？Ist　das　wirklich　dein　Problem？lst　das
unser　Problem　oder　reden　wir　immer　nur　darUber？
　　Der　dritte　Pfeiler　des　padagogischen　Dreiecks：die　gute　Praxis．　Was　ist　gute　Praxis？
Das　mUssen　wir　gut　Uberlegen．　Nicht　irgend　eine．　Da　rede　ich　auch　immer　gegen　die
normalen　Praktiker　in　den　Institutionen．　Da　werden　Leute　irgendwo　hingeschickt　und
angepasst　an　den　Apparat，　und　der　funktioniert．　Das　ist　doch　keine　Praxis！Das　ist
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はここでいつも、特定の制度における通常の実践者と区別して語っています．t
人々はどこかに送られ、作動している組織へと適合きせられます、これは実践な
どではありません．これは単なる順応的実践です、その人は、諸関係をこのよう
に受け止め、そのように振舞うとします一そのようにあるべきではないのです。
山口 何がそのような感受性に寄与するのですか？
ベルツ　　私はある人問観を持っています＝どの人も自分自身を顧みたときに、人問観を
　　　　もっているのに気づくでしょう。私は教育理論に方向づけられた人間観をもち、
　　　　どのような可能性が人間の中に眠っているのか、このことを教育者は知らねばな
　　　　らないと考えます、その人間の中に私は何を強めようとするのか、大雑把に言え
　　　　ば、私はそこに五つの次元を見ていますJ特定の個人をみて、私はその人が物的
　　　　身体を有していることを見出します一身体の次元とは一えてして、見過ごされて
　　　　いる次元ですが一人は事：実、自然の一部分であるということです。これもまた一
　　　　つの基準です。人が自分の身体を有し、この身体のうちに住まうという根本的経
　　　　験を、いかにしてもう一度することができるでしょうかz人が身体を有するとい
　　　　うこと、つまり私は物的身体を、例えば医療におけるように技術の対象の一部分
　　　　として扱います．しかし身体はそれとは別です。身体はある質的カテゴリーです。
　　　　そこに運動が加わり、人間の根本的表明であるといえます．そしてその後、感性
　　　　的一美感的次元が加わり、認知的次元、悟性の次元が加わります。
山口 　その際にあなたは、哲学のテキストに即して学生に示すのですか、それとも自
由な対話を用いてその人間観を語るのですか一
ベルツ　　私はゲルノート・べ一メから多くのことを学びました。彼が工科大学にいます．
　　　　彼は哲学者ですが、現在の工業社会における諸構造と諸制度に精通しています、
　　　　こうした理由で、私は彼から多くを学んでいます一私は確かに哲学教育を受けた
　　　　者ではありませんが、哲学に興味を持つ者です。
垣???
?
　ここ、マールブルクには多くの美しい自然がありますrしかしながらあなたが
おっしゃったように、そうした自然に人は常に身体に根づいて関係しています．
しかしながら大都会に住んでいる人々は、どのように白然と付き合うべきでしょ
うか，そのような現象がみえるときに、あなたのプログラムをいかにして私たち
に、適切に導入できるでしょうか、
ベノレツ 　おそらく、東京とマールブルクの違いですか？希望は次のことにあります、私
たちはここで村からやってきた子供たちを教えています。ところが、ここでも、
まったく［都会に典型的な自然から］疎外化された子供たちの成長記録がみとめ
られるのです。これは、まさに矛盾です．私は20年もの間、マールブルクのあ
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Anpassしmgspraxis．　Ich口bernehme　Verhaltnisse　so　und
zu　machen．　Das　kann　es　doch　nicht　sein．
zwinge　sie．　das dann　auch　so
YamaguchiWas　kann　einen　Beitrag　zur　Sensibilisierung　leisten？
B61ts 　　lch　habe　ein　Menschenbild．　Jeder　wird　mit　einem　Menschenbild　herangehen、　wenn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
er　sich　selbst　refiektiert．　lch　habe　ein　bildungstheoretisch　orientiertes　Menschenbild．
Welche　Potentiale　ruhen　in　den　Menschen？Das　muss　ein　Padagoge　wissen．　Was　w川
ich　sttirken　im　Menschen？Da　habe　ich．　grob　gesagt．　fUnfEbenen，　Da　f’m　de　ich　wie
Thomas：Der　Mensch　hat　einen　K6rper．　Die　Leibebene－das　wird　total　ausgeblendet－
dass　man　tatsachlich　ein　StUck　Natur　ist．　Und　das　ist　auch　ein　Kriterium：Wie　geiingt
es　uns，　eine　Grしinderfahi“ung　wieder　machen　zu　k6nnen、　dass　man　selbst　einen　Leib
hat　und　im　Leib　lebt．　Dass　mall　einen　Leib　hat，　das　ist　K6rper，　den　ich　behandle　wie
ein　StUck　Technik，　z．B．　in　der　Medizin，　Aber　Leib　ist　etwas　Anderes，　Das　ist　eine
qualitatix・e　Kategorie．　Da　kommen　Bewegungen　hinzu，　Grund員uBerungen　des
Menschen．　Dann　die　ntichste、　die　sinnlich一蓑sthetische　Ebene．　die　kognitive　Ebene，　die
Verstandesebene．．。
Yamaguchi
　　　　L．
Benutzen　Sie　dabei　philosophische　Texte，　oder　das　freie　Gesprtich？
Bdlts 　　Ja，　ich　habe　viel　gelernt　von　Gernot　B6hme．　Der　ist　an　einer　Technischen
Universitat．　Das　merkt　man．　Er　ist　ein　Philosoph，　der　wirklich　Ahnung　hat　von
Mechanismen　und　Strukturen　in　dieser　Industriegesellschaft，　Von　daher　habe　ich　viel
von　ihm　gelernt．　Ich　bin　ja　kein　studierter　Phiiosoph，　ich　bin　ein　interessierter
Mensch，
Inagaki　　Hier　in　Marburg　gibt　es　so　sch6ne　Natur，　aber　meiner　Meinung　nach　sollte　man　sich
immer　auf　die　Natur　Ieiblich，　wie　Sie　gesagt　haben，　beziehen．　Aber　die　Leute，　die　in
einer　sehr　groBen　Stadt　wohnen，　wissen　nicht，　wie　sie　sich　auf　die　1　atur　beziehen
sollen．　Wenn　sich　ein　solches　Phanomen　ergibt，　wie　sollten　wir　dann　Ihr　Programm
gut　einftihren？
B61ts 　　Der　Unterschied　zwischen　Tokyo　umd　Marburg　vie（leicht？Die　Hoffhung，　dass　es
nur　daran　liegt＿Also，　wirerlebenja　Kinder　hier，　die　vom　Dorfkommen．　Es　gibt　auch
total　entfremdete　Kinderbiographien　aufdem　Dorf．　Das　ist　ja　der　Widerspruch．　lch
habe　zwanzig　Jahre　lang　in　einem　Ortstell　von　Marburg　Waldtage　organisiert　fUr
FUn負klassler．　Die　kanntell　den　Wald　gar　nicht、　obwohl　der　nebenan　isL　Die　kannten
den　gar　nicht　als　Lebensraum．　Das　war　eine　neue　Erfahrung，　Die　kamen　herein　und
sagten：。lch　darfda　gar　nicht　hin．‘㌔。Wie？㌧”Das　haben　mir　meine　Eltern　verboten．
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る場所で、第五学年の生徒たちのために「森の口」を実施してきました一この村
から来ている生徒たちは木々に囲まれて生活をしているにもかかわらず、森につ
いてまったく知らず、それを生活空間とすることがまったくできていないのです，
彼らにとって、まったく新たな経験だったのです。生徒たちはやってきて言いま
した。「森には入れません，j－「なんだって？」一「両親が森に人っちゃいけな
いといいます」というのです。ここで問題になっているのは、概観、知的把握で
はありません、親たちの解釈の問題なのです．人間は環境を常に解釈します＝そ
してそのように環境をみなし、環境には危険がつきものだと教え込まれ、いまや
根深い不安感が生じることになります、こうした不安感が自然へと、未開発の野
生の自然へと投影されます，これは、大都市一地方都市の問題だけではなく、根
本的で基本的な問題だと思いますttそれで、こうした疎外化という概念は私にと
って重要な概念なのです／tこうした問題に関して、疎外化という概念が社会化や、
政治理論へといかに関係しうるのかについても、私たちは語るべきなのでしょう．
はっきりと認識された疎外化の諸現象を打破しうるために、社会のヰで何が変わ
るべきなのでしょうか。
　先の三角形にかんして、付言したいことがあります。私はまず内容にかんする
三角形として、人間一自然一社会を示し、教育にかんする三角形として、動機づ
け一認識一経験を示しました，そして第三の三角形、それに私も動機づけられて
おり、おそらくエコ・フィロソフィにとっても重要だとも思われ、そしてこのセ
ンターもそれによって方向づけられています。その第＝一の一＝・角形は未来のヴィジ
ョンの三角形：一つは、価値転換であり、教育は、個々人の空想力や意識状態と
非常に密に関係しています。教育はいわば、人がそこで何かを秩序づける二とが
でき、方向づけることができる、ということに対する特権をもつのです，次に体
験世界、価値転換に伴う生活様式の転換が二つ目となります。人間は現実的な関
係のうちで、生活のうちで生きますt一こうしたことは何らかの仕方でなされたり、
なされなかったり、形を取ったり取らなかったりします．様々な生活スタイルは
社会学的に探究されます。教育学者はたいていここで探究を止めます　教育学者
は「私たちはあらゆる意識転換を探究したい」と言いますが、しかしこうしたこ
とは実践のうちでこそ示されねばなりません。したがって生活様式に際しては、
日常の現実的な振舞いが問題になり、環境意識が探究されますz意識はその働き
方が研究される一方で、人間はそのように振舞わなかったり、矛盾したことをし
ます。こうしたことで、フ．ログラムや構想が停止してしまうのはとても残念ですc
第三の支点はシステム転換です。これは、社会の歴史の中で特定の生活様式や意
識構造が止揚されていくと考えられます。したがって構造転換も併せて考えられ
ねばなりません一構造転換とは、構想を政治的、経済的、教育的なものへと展開
させていくことであり、大変興味深く、重要であるといえます。これら三つのす
べての変換契機が併せて顧慮されねばなりません。私が学生に常にいっているの
は、「私たちは、望むこと遂行できます。しかし、最後には、こうした未来のヴ
ィジョンのi角形に対するあなた方の立場決定を述べなければなりません。あな
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LL@Solche　Sachen　kamen　da．　Nicht　Uberschaubarkeit．　nein，　es　sind　immer　、Nieder
II〕terpretationen．　Menschen　interpretiel・en　Umwelt，　und　svenn　sie　das　so　sehen．、＞enn
das　eingebimst　ist，　dass　die　Gefahren　da　sind．．．　Jetzt　istjaeine　tiefe　Unsicherheit．　Die
werden　projiziert　in　die　Natur　hinein，　in　dieし！nbewljltigte，　vie］leicht　noch　wilde　Natur．
Es　ist，　glaube　ich，　nicht　nur　ein　Stadt－Land－Problem，　sondern　ein　Grundproblem，　ein
Basisproblem，　und　deswegen　ist　d▲eser　Entfremdungsbegriff　ftt　r　mich　auch　ein
wichtiger　Begriff．　DarUber　mUssen　wir　vielleicht　reden，、～ie　man　die　aufSozialisation
beziehen　kann，　oder　auf　politische　Theorie．　Was　muss　sich　in　elner　Gesellschaft
tindern，　damit　ich　die　erkannten　Entfremdungsphanomene　au　tb　rechen　kann？
　　Ich　woUte　noch　etwas　zu　meillem　dritten　Dreieck　sagen、　lch　hatte　erst　einmal　das
inhaltliche　　－　　Mensch－Natur－Gesellschaft　　－、　das　　padagogische　　－
Motivation－Erkelmtnisse－Erfahrung－、　und　das　dritte，　das　IIlich　selbst　auch　motiviert
しmd　was　vielleicht　auch　fUr　Okophilosophie　wichtig　ist．　und　auch　dieses　Haus　ist　ein
bisschen　daran　orientiert，　das　ist　das　Visionsdreieck．　Wertewandel：Ptidagogik　ist
ganz　nah　dran，　sich　mit　den　Phantasien　und　Bewusstseinszustanden　des　Individuums
zu　beschll　ftigen，　sie　hat　das　PrivHeg　sozusagen　dazu，　dass　man　da　etwas　ordnen　kann
oder　orientieren　kann，　dann　Erlebenswelt．　，，Wertewandel“，　da　geht　es　um
Lebensstilwandel，　Die　Menschen　leben　in　realen　Verhaltnissenしmd　leben　ihr　Leben，
und　das　ist　irgend、、ie　gemacht、　oder　nicht　gemacht．　Sie　gestalten、　oder　aLich　nicht．
Verschiedene　Lebenssti｜e　kann　man　soziologisch　untersuchen，　Padagogen　h6ren
meistens　da　auf．　Sie　sagen：”Wir　wollen　alle　BewusstseinswandeLL‘Aber　das　muss
sich　in　der　Praxis　ja　auch　zeigel1．　Aber　beim　Lebensstil　kommen　sie　auf　das　reale
Verhalten　im　Al｜tag．　Damit　beschaftigt　sich　die　Uniweltbewusstseinsforschurig．
Einerseits　das　Wie　des　Bewusstseins，　aber　andererseits　machen　Menschen　ganz　wenig
oder　Widei’sprUchliches．　Und　es　ware　schade，　weml　damit　Programme　oder　Konzepte
auth6rten．　Der　dritte　Pfeiler　ist　Systemwandel．　Das▲sτdie　Struktur　der　Gesel］schaft，
die　Lebensstile　und　die　Bewusstsemsstrukturen　sind　nattirlich　in　der　Geschichte　eitle14
Gesellschaft　aufgehoben．　Also　Inuss　Strukturwandel　mitgedacht　werden，しmd　das　ist
das　Spannende、　jetzt
Konzepte　　zu　　entwickeln，
politische，　　　　6konomische．
padagogische　us、、．，　die　alle
drei　　Wandlしmgsmomente
mitberUcksichtigen，　Ich　sage
immer　zu　den　Studenten：Wir
k6nnen　machen、　was　Sie
wollen．　Am　Ende　schreiben
Sie　eine　Stellungnahme　zu
diesem　Dreieck、　zum
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たがたが一年間こうした主題にかかわることで、この二角形からどのような意識
を獲得しましたか、理解なさったのはどのようなことですか」ということです．
稲垣 　いま一つお聞きしても宜しいですか。良い実践は非常に重要だとあなたはおっ
しゃいました。単なる実践ではなく、良い実践と，例えば倫理の問題では、人間
や人間の振る舞いを変えることは非常に難しいことだとされています、例えば学
生たちに、あなた方は、今すぐにでも、環境汚染に対してより意識的になるべき
です、と私が言いますと、「はい、おっしゃろとおりです．、でも私たちには、何
もできません」と彼らは言います、そこであなたに具体的な事例を示していただ
きたいのですが、通常の教育経過と比べて、生徒たちや参加者があなたのアログ
ラムを経験することで、彼らはどのように変わっていきますか？
ベルツ　　実例を示すことでお答しようと思います。何かが彼らに届いたか、影響を与え
　　　　たかどうかの違いを感じることについてです．それは2週間前のことです。私た
　　　　ちはこのセンターで太陽光発電装置を個別的に設置していますが、装置を設置し
　　　　た施工者は、かつての私の教え子でした。1986年に私は、この生徒や他のIO人
　　　　の生徒たちと一緒に、風力発電装置を学校の敷地に建てましたtJそれはすばらし
　　　　い経験でした。そして彼はこの間（2週間前）、私にこう言ったのです，1もし私
　　　　たちが風力発電装置を建てていなかったなら、私は今ここにいないでしょう
　　　　同じような事例を数多く、数え上げることができます，私がいうのは、「みんな、
　　　とにかくやってみよう」ということです、風力発電装置を建てる際に、私は高感
　　　度八ミリフイルムで生徒たちを撮りました、そして生徒たちにインタビューをし
　　　ました。こうしたことは生徒たちにとって魅力的なことだったでしょうL．単に頭
　　　の中にあって、風車の健造者ではないからこそ、どうやって作っていいか分から
　　　ない風車を自分で形にするのです。二世代に渡る生徒が、このことに関わり、部
　　　分的にまだ、終了していませんが、今まさに、目的が完成されようとしています，
　　　人間の空想、「pm’夕P」が何らかの仕方で獲得されるべきだと私は信じてい圭す．つま
　　　り深い動機づけですtt深い動機づけが道端に落ちていて、それを拾うといったこ
　　　とはありません、また、深い動機づけを生み出すためのマニュアルもありません．
　　　そうではなく、たいていは開かれたプロセスがあるだけです，
　　　　ふたたび、この風力発電に関わった生徒について述べてみましょう。フロセスは
　　　開かれているべきではありますが、私に発する若干のものがそのフロセスに含ま
　　　れてもいました．彼はその当時から手作業に秀でていました．私は彼に当時プロ
　　　ジェクトに参加していた時の写真を見せ、「覚えていますか。君は当時、ローター
　　　　［回転翼］を作り、動かそうとしていました、今ローターは作られて、君も見て
　　　いるようにここにあります」と尋ねまLた一／このように人間に過度の要求を向け
　　　るべきではなく、ときには、自信をもつように働きかけねばなりません。私にと
　　　って、危険なことは、あまり多くのことがあることから、人に過度の要求をして
　　　しまい、その人ならできる、というように、過大評価を投影してしまうこ
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ノ、ノレ　トA一　ト　・ノーくノレツ　　（Har寸mut　BCi　lts）
Visionsdreieck．　Welches　Bewusstsein　haben　Sie　von　diesem　Dreieck　gewonnen、
nachdem　Sie　sic｝1　ein　Jahr］ang　mit　dieser　Materie　beschaftigt　haben，　und　wo　haben
Sie　ein　StUck　weit　emgegriffen？
　　Noch　eine　Frage：Sie　haben　gesagt，　dass　gute　Praxis　sehr　wichtig　ist，　nicht　bioBe
PraXis、　sondern　gute　Praxis．　Zum　Beispie］beim　Problem　der　Ethik　ist　es　ziemlich
schwierig，　die　Menschen　oder　mnschliches　Verhalten　zu　verandern．Zum　Beipie］wenn
ich　zu　den　Studenten　sage，　du　sollstjetzt　einfach　umweltfreLindlich　sein、　dann　sagen
sie：Ja，　das　stimlnt、　aber　wir　k6nnen　nicht．　Deshalb　bitte　ich　Sie　um　einige　konkrete
Beispiele．　Wie　verandem　sich　SchUler　und　Teilnehmer、　nachdeln　sie　Ihr　Progi’amm
erfahrell　haben，　im　Vergleich　zu　normalen　Bildungsgangen？
　　　Ich　will　nur　exemplarisch　etwas　sagen；den　Unterschied　spUren，　ob　etwas
angekommen　ist　oder　nicht＿Ich　wiIl　mal．　gerade、　weil　es　vor　zwei　Wochen　war：
～Virhaben　zu　Hause　privat　Solarheizung，　und　der　Handwerker，　der　dieAnlage　betreut，
ist　ein　ehemaliger　SchUler　von　mir．　Und　dieser　SchUler　hat　mit　mir　zusammen　und
zehn　anderen　SchUlern　1986eille　Windkrananlage　aufdem　Gelande　der　Schule　gebaut．
Das　war　eine　tolle　Ei－　fahrung、　Und　heute　sagt　er　mil・noch：、，Wenn　wirdie　nicht　gebaut
hiitten，　wUrde　ich　heute　nicht　hier　stehen，Ls
　　So　k6nnte　ich　ahnliche　Beispiele　anfiihren．　Deswegen　sage　ich：，↓eute，　wagt　mal
etwas．LL　Ich　habe　eillen　wunderbaren　Super8－Film　Uber　einen　SchUler　gedreht、　beim
Bau　der　Windkrananlage．　Und　dann　werden　Sch田er　interviewt．　Das　war　etwas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Faszinieretides伍r　sie．　Etwas、　was　nur　im　Kopfe　war，　aber　wir　wussten　nicht，　weil　wir
keine　Willdradbauer　waren、　wie　das　jetzt　gestalten．　Drei　GeneratiQnen　von　SchUlern
haben　daran　gebaut，　und　es　war　teHweise　offen，　aber　wir　hatten　eiII　Ziel　vor　Augen．
Ich　glaube　scho11．　man　muss　die　Phantasien　der　Menschen，　die”Trtiume‘L，　die　muss
man　irgendwie　erwischen；die　tiefe　Motivation．　Und　die　tie　fen　Motivationen　liegen
nicht　aufder　SrtaBe．　Die　kann　man　nicht　ablesen．　Auch　nicht　die　Anleitung　dafUr，
tiefe　Motivationen　zu　erzeugen．　Sondern　es　sind　in　del・Regel　offene　Prozesse．
　　Da　kommen　wir　wieder　auf　K．．．　zurUck．　Es　muss　etwas　Offenes　sein，　aber　ein
bisschen　von　mit’muss　da　schon　drin　stecken．　Man　merkte　damals　schon．　dass　er
handwerkliche　Ftihigkeiten　hatte、　Ich　habe　ihm　dann　das　Bild　gezeigtt　wo　er　damals
im　Projekt　tatig　war．　lch　fragte：，，Kennst　du　das　noch？“Du　warst　derjenige，　der
damals　anfing，　den　Rotor　zu　bauen　und　zu　entwickeln．　Und　heute　ist　der　Rotor　hier，
und　da　siehst　du　ihn　noch，　Damit　man　die　Menschen　nicht　Uberfbrdert，　muss　man　sie
schon　bestarken．　Das　ist　auch　die　Gefahr　bei　mir．　WeiI　man　so　viel　drin　ist　in　solchen
Sachen，　Menschen　zu　Uberfordern．　Weil　man　zu　schnell　hineinprojiziert：Der　kann　das
schon．　Ganz　viele　fangen　bei　Null　an．　Da　muss　man　diesen　ersten　Schritt　gut
Uberlegen．　Insoferfi　war　Ihre　Frage．．，　Wie　ist　der　erste　Schritt，　der　zweite　Schritt，　dass
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東洋大学「エコ・フィロソフィ」　ドイッ・フランス哲学者インタビュー集
とです．ほとんどのことは、実はゼロから始まるのです，：したがって、第一歩が
十分よく考えられねばなりません　これが、あなた方のご質問への回答というこ
とになります．どのように、第一歩がなされ、第二歩に進み、その人を力づけ、
過度の要求は控えるようにするかが、肝要です．というのも、もし、過度に要求
されると、その課題から離れ、・私は他のことをやりたい、これは単純そうだし、
結果がでることが分かっているから」と言うことになるからです。
　私たちがここで問題にしている二とは、難しい問題です・特定の何かが、動機
づけるということはできません，しかし、私がいつも自分に言い聞かせている二
とは、あらゆる1出来事は、繰り返しゼロから始まるということでt一試みなけれ
はならないのは、まるで何も宇じていないのだという雰囲気を作り出すことです．
私たちは、今こそ、作り上げる良い機会を持っているという雰囲気であり、参加
する人に、至るところに多くの諸問題を見させて、重荷にならないようにするこ
とが大事です，「今こそ、私たちみんなで、これをしよう、きっと実現できる、
君がいるし、君も、君も、みんながいるから」という点に到達することが大事な
のです。
山口 大変、貴重な、興味深いお話をいただき、どうもありがとうございました・深
く、感謝もうしあげます，
（番羽訳　　　中山糸屯一）
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man　siestark　macht　und　nicht　Uberfordert，　denn　dam　gehen　sie　weg　und　sagen：，Dann
mache　ich　lieber　da　weiter，　Da　ist　was　eiti　fach，　und　da　weiB　ich，　was　rauskommt．“
　　Alles，　was　Sie　hier　diskutieren、　istja　auch　schwierig、　und　das　motiviert　erst　einmal
nicht．　Aber　ich　sage　mir，　dass　wirbeijedem　Ereignis　immer　wieder　bei　Nullan　fangen．
Man　muss　versuchen．　diese　Atmosphtire　zu　erzeugen，　als　wenn　noch　nichts　geschehen
sei．　Wir　haben　die　Chance，　jetzt　etwas　zu　gestalten．　Nicht　sie　Uberfrachten　damit，
Uberail　schon　die　Probleme　zu　sehen，　sondern　aufden　Punkt　kommen：Jetzt　wollen
wir　das、　und　wir　erreichen　es　auch，　weil　du　da　bist，　und　du　und　du　und　du，．．
YamaguchiJa，　vielen　Dank　fOr　das　Gesprtich．
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